
http://www.city.shinshiro.lg.jp
E-mail　info@city.shinshiro.lg.jp

奥三河によみがえる戦国絵巻
馬防柵（竹広地区）

三
遠
南
信
自
動
車
道
の
浜
松
い
な
さ
北
IC
と
鳳
来
峡
IC
間
が
開
通

新
城
美
術
協
会
　
松
井
利
郎
さ
ん（
宮
ノ
前
）の
作
品
で
す
。

［主な内容］
特集　地域自治区制度⑤
新しい市民編集委員を紹介します
平成24年度予算と主な事業
ニューススポット
お知らせ
まちの話題
エコとぴっくす
シリーズ　長篠・設楽原の戦い〔歴史秘話〕第14回
「松平清康の夢」宇利城
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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分
医科 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の
　ホームページ
http://sdent-hp.web.infoseek.co.jp/
をご確認ください。
診療日 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

診療場所 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

歯科 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

５月３日㈷、４日㈷、５日㈷
６日㈰、１３日㈰、2０日㈰
２７日㈰

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

診療日̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
毎日
診療科目̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
内科、小児科
診療受付時間̶̶̶̶̶̶̶̶
午後7時30分～午後10時30分
診療時間̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
午後8時～午後11時
診療場所̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　24-1161

住宅

市民病院

駐車場は、市民病院駐車場をご利用ください。

案
内
板

夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療受付時間
【土曜日】午後5時～午後8時30分
【専門科】午後7時～午後10時30分
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分
電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医
男男男女女男男女男男女女男女女男男女男女男男女男男女女

一
司

一
也

康
弘

学吉
正

秀
樹

学剛
一

公
啓

祐
弥

宏
和

ま
り
な

正
美

伸
周

裕
介

真
俊

孝
臣

敏
己

雅
也

学真友
浩

卓
也

俊剛
嗣

博
久

浩
紀

川

田

東
新
町

富

沢

野

田

富

永

黒

田

上
吉
田

北
中
河
内

平

井

中
宇
利

一
鍬
田

四

谷

野

田

富

沢

豊

島

内
金
上

今
出
平

緑
が
丘

片

山

川
田
原

川

路

栄

町

八
束
穂

平

井

東
新
町

本

町

富

保

氏　
　
　

名　
　
　
　
性
別　
　
保
護
者　
　
　

地　

区

３月 届出分元気でよい子に…

※平成２4年３月1日～３１日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組

市政番組キャラクター「亀姫」※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　

の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

放
送
日

番
組
内
容

毎
日
6
回
、
15
分
間
放
送

①
午
前
7
時
30
分　

②
午
後
0
時
30
分

③
午
後
3
時
30
分　
④
午
後
6
時
30
分

⑤
午
後
10
時
30
分　

⑥
午
前
0
時
30
分

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
6
時

30
分
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に
更
新

５
月
の
番
組
表

秘
書
広
報
課 

　
　
23
‐
7
6
2
3

　
　
　
　
　
　
　info@

city.shinshiro.lg.jp※このコーナーは、初めて登場するお子さんに限ります

写真はイメージです

（
対
象
）

　

•
市
内
在
住
の
１
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

（
応
募
方
法
）

　

•
コ
メ
ン
ト
（
お
子
さ
ん
が
話
す
内
容
で
20
字
程
度
）

　

•
写
真（
デ
ジ
タ
ル
も
可
）

　

•
携
帯
電
話
で
撮
影
し
た
写
真
は
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

　

•
お
子
さ
ん
の
氏
名（
カ
ナ
）・
生
年
月
日
・
ご
両
親
の
氏
名
・

　
　

応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た

　
　

は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
掲
載
方
法
）

　

•
受
付
順
に
掲
載
し
ま
す
。

緊 急 医
8
10
12
15
19
20
23
26

火
木
土
火
土
日
水
土

5 月

秘
書
広
報
課
　
　
23
‐
7
6
2
3
　
23
‐
7
2
9
6

   hisho-2@
city.shinshiro.lg.jp

５
月
2
日

　

～
５
月
9
日

・
作
手
亀
山
古
城
ま
つ
り

・
鳳
来
中
学
校　

１
週
目

・
新
企
画
ス
タ
ー
ト

　

ご
当
地
グ
ル
メ
を
考
え
よ
う

本
間
　
陸
斗

川
合
　
涼
介

田
中
　
悠
善

柿
谷
　
愛
優

安
形
　
奏
風

白
井
　
楓
麻

小
林
　
悠
真

洞
口
　
は
な

八
木
　
陽
向

伊
藤
　
楓
希

白
井
　
伶
和

今
泉
　
真
帆

玉
谷
孝
太
郎

前
崎
　
結
菜

松
本
　
裕
菜

今
泉
　
健
太

城
所
　
伶
旺

山
田
　
凛
奈

竹
本
　
瑛
祐

織
田
　
花
音

鈴
木
　
漣

岡
村
　
亮
青

福
田
　
恵
実

坂
本
　
駿
太

長
坂
　
凌
佑

鈴
木
　
心
絆

小
野
田
優
衣

５
月
9
日

　

～
５
月
16
日

・
春
季
市
民
体
育
大
会
開
会
式

・
作
手
中
学
校　

２
週
目

・
救
命
講
習
を
受
け
ま
せ
ん
か

５
月
16
日

　

～
５
月
23
日

・
高
齢
者
大
学
開
校
式

・
作
手
中
学
校　

３
週
目

・
新
城
生
活
学
校
で
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

５
月
23
日

　

～
５
月
30
日

・
長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り

・
作
手
中
学
校　

４
週
目

・
つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
に
お
こ
し
く
だ
さ
い

４
月
25
日

　

～
５
月
2
日

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
お
勧
め

　

東
海
自
然
歩
道　

新
緑
の
旅

・
作
手
中
学
校　

１
週
目

・
自
治
基
本
条
例（
案
）に
つ
い
て

医療機関を利用されるときは、必ず「健康保険証・
各種受給者証・お薬手帳」をご持参ください。

■県救急医療情報センター
　1年365日24時間最寄りの医療機関を案内しています。
　　　22-1133 　 http://www.qq.pref.aichi.jp/
■県小児救急電話相談
　4月1日からは毎日午後7時から11時まで小児の救急　
　電話相談を行っています。
　　＃8000〔短縮電話番号〕 　　052-962-9900

くすり・医療用品などに関する緊急の相談・質問などに応
じます。 
■新城薬剤師会　　090-5007-1200
■開設時間　午後9時～翌朝午前9時

県救急医療情報システム くすり安心電話

今 月 の 人 口 平成24年4月1日現在（前月比）

総人口…50,013人（－89）
男………24,645人（－47）
女………25,368人（－42）
世帯数………………16,791

出生……  29人
死亡……  49人
転入……197人
転出……267人

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が一致
　しない月もあります。

休日診療所は日曜日、国民の祝日、8月15日および年末年始（平成２３年
12月30日～1月3日）に診療を行います。

　三遠南信自動車道の浜松いなさ北
IC と鳳来峡 IC 間の 13.4km が３月４
日㈰開通しました。これにより、浜
松市から鳳来地区や東栄町、豊根村、
設楽町までの所要時間が短縮され、
交通の利便性が向上されました。ま
た、現在平日で、12時間当たり約
1800 台、休日で約 3600 台の交通量が
あり、奥三河への観光客などの増加
が期待されます。

24-6500

22-4100

32-1515

24-6022

35-0811

22-4100

24-3222

22-1150

石川整形外科クリニック（平井）

さくら眼科（上平井）

星野病院（大野）

皮フ科新栄クリニック（平井）

宮本病院（海老）

さくら眼科（上平井）

春日眼科（杉山）

今泉病院（栄町）

広報「ほのか」にお子さんをご紹介します！！

か
わ
い
い
笑
顔
あ
つ
ま
れ
!!
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「
地
域
自
治
区
っ
て
な
あ
に
？
」

企
画
課　
　
23
‐
7
6
2
0

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
﹇
地
域
自
治
区
制

度
と
行
政
区
﹈で
す
。

　

地
域
自
治
区
と
行
政
区
。似
た
よ
う

な
名
前
で
、
ど
ち
ら
も
自
治
に
関
係
し

て
い
る
た
め
、
行
政
区
が
地
域
自
治
区

に
変
わ
る
と
、
誤
解
し
て
い
る
方
も
多

い
よ
う
で
す
。

○
行
政
区
と
は

　

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
を
住
み
よ

　

く
す
る
た
め
、
地
縁
に
基
づ
き
作
ら

　

れ
た
住
民
組
織
。

　

親
睦
・
環
境
整
備
な
ど
の
活
動
や
行

　

政
か
ら
の
依
頼
事
項
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
自
治
区
と
は

　

地
域
の
特
色
を
活
か
し
て
地
域
課
題

　

を
解
決
し
、
住
み
良
い
地
域
に
す
る

　

た
め
の
支
援
制
度
で
す
。

Q
行
政
費
交
付
金
を
は
じ
め
と
す
る
市

　

か
ら
行
政
区
へ
の
各
種
助
成
は
ど
う

　

な
り
ま
す
か
？

A
地
域
自
治
区
制
度
導
入
に
よ
り
変
更

　

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

　

市
の
財
政
状
況
に
よ
る
将
来
的
な
変

　

動
ま
で
保
障
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

Q
地
域
協
議
会
の
決
定
内
容
や
経
緯
な

　

ど
は
、
行
政
区
長
が
地
域
へ
説
明
す

　

る
の
で
す
か
？

A
地
域
へ
の
説
明
は
、
自
治
振
興
事
務

　

所
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
で
行
い
ま

　

す
。
地
域
が
説
明
会
を
希
望
す
る
場

　

合
、
市
の
担
当
部
署
か
自
治
振
興
事

　

務
所
の
担
当
者
が
説
明
し
ま
す
。

Q
地
域
の
負
担
は
増
え
ま
せ
ん
か
？

A
地
域
自
治
区
制
度
は
、
地
域
活
動
を

　

お
願
い
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。
な
お
、
地
域
協
議
会
を
地
域
活

　

動
合
理
化
の
た
め
の
話
し
合
い
の
場

　

と
し
た
り
、
自
治
振
興
事
務
所
機
能

　

を
利
用
し
、
地
域
の
負
担
を
減
ら
す

　

こ
と
も
で
き
ま
す
。

地
域
自
治
区
と

行
政
区
っ
て
…

な
ん
か
同
じ
じ
ゃ

な
い
の
?

行
政
費
交
付
金
み
た
い
な

今
ま
で
の
地
域
へ
の
補
助
金
は

な
く
な
る
の
か
ん
?

将
来

市
の
財
政
が
苦
し
く

な
っ
た
り
し
た
場
合
は
変
わ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
ね
。

　
　
新
し
い
流
れ
が
加

わ
る
事
に
不
安
は
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
メ
リ

ッ
ト
に
目
を
向
け
う
ま
く

利
用
し
ま
せ
ん
か
。

今
ま
で

ど
お
り

で
す
よ
。

行
政
区
長
が

地
域
協
議
会

委
員
の
場
合

は
?

そ
う
し
た
説
明
は

自
治
振
興
事
務
所

が
行
い
ま
す
の
で

ご
安
心
下
さ
い
。

事
務
所
か
ら
地
域

へ
の
情
報
提
供
も

行
い
ま
す
よ
。

区
長
が
協
議

会
の
決
定
内
容

　
を
説
明
せ
に
ゃ

　
い
か
ん
の
?

い
ろ
い
ろ
な
人
と

顔
見
知
り
に
な
る

の
は
、
い
ざ
と
い

う
時
強
い
し
!

予
算
で
地
域
の
整

備
も
で
き
る
し
!

な
る
ほ
ど
。

メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
な
。

　
ち
ょ
っ
と

遊
べ
る
公
園

ほ
し
い
な
。

地
域
自
治
区
は
地
域

を
支
援
す
る
「
制
度
」、

行
政
区
は
地
域
で
活
動

す
る
「
団
体
」
と
い
う

違
い
が
あ
り
ま
す
。

Q
＆
A

「
地
域
自
治
区
っ
て
な
あ
に
？
」

今
月
の
ポ
イ
ン
ト

地
域
自
治
区
制
度
を
う
ま
く
活

用
す
る
こ
と
で
、
行
政
区
活
動

も
充
実
し
ま
す
。

特集
地域自治区ってなあに？

１
２

３
４

頼むよ! 皆でやろう!

市長 市役所 地域に暮らす皆さん
市民の意見を的確に
施策に反映する仕組

市民自身の活動を
推 進 す る 仕 組

地域協議会の設置
地域自治区予算制度の創設

地域活動交付金制度の創設
一括交付金制度の創設

現場で考え解決する、新たな地域づくりの手法
～地域自治区制度～

　

こ
の
よ
う
に
、地
域
自
治
区
と
は
、地

域
活
動
を
行
う
団
体
で
は
な
く
、
行
政

区
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
活
動
を

支
援
す
る
制
度
な
の
で
す
。

　

行
政
区
と
し
て
は
、
地
域
自
治
区
予

算
や
地
域
活
動
交
付
金
と
い
っ
た
地
域

自
治
区
の
制
度
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ

と
で
、
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

地
域
自
治
区
制
度
に
よ
り
、
次
の
点

が
充
実
し
ま
す
。

①
市
役
所
の
窓
口
が
自
治
振
興
事
務
所

　

の
担
当
者
に
一
本
化
さ
れ
、
区
長
は

　

事
務
所
で
用
が
済
む
。

②
自
治
振
興
事
務
所
の
担
当
者
が
行
政

　

区
の
相
談
相
手
と
な
り
、
担
当
者
か

　

ら
地
域
へ
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
で

　

き
る
よ
う
に
な
る
。

③
地
域
自
治
区
予
算
制
度
に
よ
り
、
行

　

政
区
か
ら
の
要
望
を
実
現
す
る
手
段

　

が
増
え
る
。

④
地
域
活
動
交
付
金
制
度
に
よ
り
、
地

　

域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
行
政
区

　

活
動
に
必
要
と
な
る
経
費
を
確
保
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
行
政
区
要
望
を
地
域
自
治
区
要
望
と

　

す
る
こ
と
で
、
市
役
所
に
対
し
て
法

　

的
に
回
答
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
が

　

で
き
る
。

　

な
お
、
地
域
自
治
区
制
度
を
活
用
す

る
際
の
注
意
点
と
し
て
、
行
政
区
の
要

望
が
地
域
協
議
会
の
審
議
結

果
に
よ
っ
て
は
実
現
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
点
を
住
民
の
方
が
よ

く
理
解
し
て
い
な
い
と
、
後

に
な
っ
て
地
域
で
問
題
と
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
自
治
区
制
度
を
活
用

し
て
行
政
区
活
動
を
充
実
さ

せ
、
よ
り
元
気
な
地
域
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

沓名幸子さん（作手・作手清岳）
　

私
は
、
新
城
市
作
手
に
住
ん
で

今
年
で
11
年
に
な
り
ま
す
。
ま
だ

11
年
し
か
住
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、

新
城
市
は
自
然
が
豊
か
で
お
水
は

お
い
し
く
歴
史
も
古
く
大
変
住
み

や
す
い
所
で
す
。
し
か
し
、
よ
く

新
城
っ
て
ど
ん
な
町
？
と
聞
か
れ

る
の
で
、
私
自
信
胸
を
は
っ
て
、

田
舎
だ
け
ど
い
い
所
だ
よ
！一度
遊

び
に
来
て
ね
と
答
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
町
な
の
に

愛
知
県
の
中
で
の
知
名
度
は
低
い

よ
う
で
す
。
こ
の
広
報
を
通
し
て
、

私
も
勉
強
し
も
っ
と
「
新
城
」
を

た
く
さ
ん
の
方
に
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
お
手
伝
い
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、広
報
紙
の
作
成
を

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

慣
れ
親
し
ん
だ
新
城
市
に
つ
い

て
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
す
が
、こ
の
よ
う
な
機
会
に
勉

強
を
し
て
、学
生
の
視
点
か
ら
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に
お
伝

え
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

３
年
前
定
年
退
職
し
て
以
来
、

時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、毎
月
の「
ほ
の
か
」を
楽
し

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、そ

の
内
容
も
大
変
素
晴
ら
し
く
日
ご

ろ
よ
り
感
心
し
て
い
ま
し
た
。そ

し
て
、今
回
編
集
委
員
の
募
集
が

目
に
と
ま
り
、自
分
自
身
の
脳
の

活
性
化
の一
助
に
な
れ
ば
と
も
考

え
応
募
し
ま
し
た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
の
経
験
な

ど
も
生
か
し
、一
層
皆
さ
ん
に
読
ま

れ
る「
ほ
の
か
」に
な
る
よ
う
、斬

新
な
発
想
で
参
画
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　広報しんしろ「ほのか」を、市民目線でより読みやすくするため、企画・編集に携わっていただいた市民編集委員の
三輪信之さん、花田香織さん、下山莉加さんが任期満了のため卒業されました。
　平成24年度は新たに鈴木信行さん、沓名幸子さん、齋藤千晴さんの3人を迎え、現委員の山本春美さん、黒田美
和子さん、小野田和子さん、齋藤純子さんとともに広報紙の編集に取り組んでいきます。新たに委員となった3人の
意気込みを紹介します。

齋藤千晴さん（新城・杉山） 鈴木信行さん（鳳来･大野）
す ず き 　の ぶ ゆ きさ い と う 　ち は る く つ な さ ち こ

平成2４年度

新しい市民編集委員を紹介します新しい市民編集委員を紹介します
平成2４年度

新城を全国に!学生の視点から
お伝えします 一層読まれる広報に!!
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民生費
55億9,388万6千円市　税

70億7,700万円

そのほか
20億350万7千円

そのほか
26億5,429万円

消防費
14億4,390万5千円

総務費
28億3,292万5千円

土木費
13億6,164万6千円

教育費
18億5,579万8千円

市　債
20億8,820万円

県支出金
11億1,890万９千円

国庫支出金
14億4,737万7千円

諸収入
8億3,422万４千円

公債費
28億３,１７３万１千円地方交付税

57億5,000万円

衛生費
30億4,660万2千円

209億7千万円209億7千万円

国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
国 民 健 康 保 険 診 療 所
簡 易 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
公 共 下 水 道 事 業
地 域 下 水 道 事 業
宅 地 造 成 事 業
財 産 区（ 21 会 計 ）
小 計
病 院 事 業
水 道 事 業
工 業 用 水 道 事 業
小 計

209億7,000万0千円
50億4,700万0千円
11億6,080万0千円
41億8,980万0千円
1億8,260万0千円
15億5,540万0千円
6億1,390万0千円
7億8,880万0千円

940万0千円
5,530万0千円

2億3,836万7千円
138億4,136万7千円
47億9,601万1千円
14億　139万9千円

1,553万3千円
62億1,294万3千円
410億2,431万0千円

1.2
5.8
4.7
4.4

△ 5.6
20.3

△ 12.8
△ 1.9
△ 1.1
69.6

△ 10.3
4.9
8.6

△ 9.5
18.6
4.0
2.8

　平成 24 年度は、総合計画中期基本計画の 2年目であり、市民自治社会、地域の自立、安全安心なくらし、環
境の総合計画に掲げる 4大基本戦略に全力で取り組んでいくものです。
　また、東日本大震災、甚大な被害が多発している風水害に鑑み、市民の命を守る減災のまちづくりを進め、
将来世代が暮らし続けられ、豊かな自然環境と歴史文化のなか、産業、雇用、都市基盤の整備、健康、医療、福
祉の増進、子育て、教育の充実、そして市民自治の生き生きとした展開がはかられるまちとなるよう諸施策
を実行する「減災元年‐『市民　まち　未来』を育む 24年度予算」としました。 

会　　　計　　　名
一　　般　　会　　計

合　　　　　　　　計

予 算 総 額 伸率（%）

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

企
業
会
計

自治基本条例研究事業
総合計画推進事業①

広報広聴活動事業

電子情報提供事業

市政番組編成事業
地域活性化推進事業①
市民活動サポート事業

　　プレ市民総会開催等経費
地域自治区調査研究事業 
市民討議会開催事業 
地域計画策定支援事業 
広報活動事業 
　　広報「ほのか」の発行
市政モニター事業 
ホームページ運用事業 
　　市ウェブサイトの作成
　　市政番組「いいじゃん新城」の制作・放送
地域集会施設整備支援事業 
市民活動サポートセンター運営事業 
ＮＰＯ・ボランティア育成事業 

3,400千円
3,696千円

10,368千円

593千円

21,134千円
47,770千円
3,166千円

2,150千円
556千円
990千円

9,928千円

440千円

30,000千円
2,540千円
272千円

観光のまち　新城　ＰＲ事業
市観光協会支援事業
湯谷温泉街振興事業
ＤＯＳ地域再生事業

自然公園等管理事業

道の駅整備事業
地域情報化推進事業
水源林対策事業

森林総合産業の創出事業

市有林管理事業

食育推進事業
担い手育成事業

中山間地域農業振興事業

有害鳥獣対策事業
奨励農産物推進事業
環境保全型支払事業

農業振興対策事業

農業振興施設管理事業

山村振興営農環境整備事業

県営農地環境整備事業
重点分野雇用創出事業
雇用対策事業

企業立地推進事業
企業用地等開発推進事業
企業立地奨励事業
安全安心事業

バス運行事業

市道路台帳統合整備事業
道整備交付金事業

社会資本整備総合交付金事業
中心市街地活性化対策事業

観光二次交通検討事業
　　市観光協会補助金 
　　湯谷温泉源施設管理経費等 
　　新城ラリー開催委託 
　　ツール・ド・新城開催委託 
観光施設等整備事業  
　　笠川公衆便所新築、湯谷温泉大駐車場公衆便所改築 
　　敷地造成、建築詳細設計、駐車場設計 
地域情報化計画策定事業  
　　水源林対策事業補助金 
　　水源林保全流域協働事業（間伐推進事業）補助金 
　　水源林保全流域協働事業（水源林整備協定事業）補助金 
森林資源調査・研究事業
市民参加の森づくり推進事業
人材育成事業
　　水源林保全流域協働事業（人材育成事業）補助金 
　　市有林の育成・管理等の経費 
森の未来づくり事業
　　森林ＧＩＳの導入、アドバイザーによる森林マネジ
　　メントの実施 
地産地消・食育普及活動事業  
担い手育成総合支援事業  
　　新規就農支援対策及び農業近代化資金等の借
　　り入れ等の利子補給 
中山間地域等直接支払事業  
　　集落協定に基づく活動に対する交付金等 
　　有害鳥獣の捕獲報償金等 
　　新城茶のＰＲ、農産物の加工品の開発委託等 
営農活動支援事業  
　　農業用資材再生利用推進補助金等 
農業経営近代化施設整備事業  
　　農業用経営施設栽培実証 
つくで手作り村整備事業  
　　駐車場整備 
かんがい排水事業  
　　用排水路改良 
　　作手下山地区、高里第１地区の整備事業補助金 
広域観光モデルルート作成及び広域観光情報発信事業  
新規雇用創出事業
　　高校生を対象とした企業説明会の開催 
　　企業立地説明会開催経費 
　　環境影響評価調査委託経費等 
　　立地企業への奨励金交付 
乗車券類販売事業  
　　ＪＲ東新町駅、本長篠駅での乗車券類の販売 
公共バス運行事業  
　　Ｓバスの運行 
　　合併前３地区の異なる道路台帳の統合及びデジタル化事業 
市道八束穂県社線（Ⅱ工区）
　　道路改良負担金、用地購入費等 
市道八束穂１号線
　　道路測量、詳細設計委託等
橋梁長寿命化修繕計画策定事業 
中心市街地活性化対策推進事業 
　　新城駅前まちづくり事業調査の実施

1,472千円
20,835千円
36,934千円
2,550千円

64,057千円

80,000千円
2,822千円
39,579千円

15,517千円

9,861千円

405千円
10,159千円

84,923千円

18,547千円
3,314千円
2,008千円

15,676千円

13,000千円

14,640千円

22,300千円
5,691千円
331千円

2,964千円
9,260千円
17,241千円
6,910千円

142,540千円

135,450千円
295,821千円

18,233千円

289千円

37,680千円

166千円
1,521千円
13,830千円

16,200千円

　　

200千円

106,068千円

24,022千円

6,000千円

予
算
の
主
な
事
業

総
合
計
画
施
策
体
系
別

＝総合計画主な事業Ａ判定事業　　　＝マニフェスト対応事業　　　＝新規事業　　　＝継続事業

金　額 金　額事 業 名

事 業 名

主 な 事 業 内 容

主 な 事 業 内 容金　額 金　額

1　市民自治社会創造

2　自立創造

平
成
24
年
度

～減災元年‒「市民 まち 未来」を育む24年度予算～～減災元年‒「市民 まち 未来」を育む24年度予算～
財政課　　　23‐7616

歳 出歳 入

一般会計一般会計

ひ　と

ひ　　と
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市街地整備事業
都市緑化推進事業
鳳来簡易給水施設整備事業
【簡易水道事業特別会計】
　　拡張整備事業費

【農業集落排水事業特別会計】
　　事業費

住生活基本計画策定事業
耐震診断事業

一般公害対策事業
教育指導事業

教育振興事業

小学校管理事業
山吉田地区新設小学校建設事業
学校施設設備整備事業

県民茶会開催支援事業
体育施設管理事業

総合体育館調査研究事業
図書館（ふるさと情報館）事業

石田地区市街地整備事業 
緑の街並み推進事業 
　　山中簡易給水施設の整備
 
鳳来峡簡易水道統合事業 
　　簡易水道事業変更認可設計業務委託
 
農業集落排水設備強化事業 
　　既存処理場に対する汚泥処理機能の計画的な整備
　　住生活基本計画策定のための現況調査等
木造個人住宅耐震診断事業 
　　無料耐震診断、耐震改修費補助
非木造住宅耐震診断事業 
　　耐震診断費の補助
自動車騒音常時監視事業 
教科書等購入事業 
英語講師派遣事業 
学校生活適応指導教室推進事業 
「新城ハートフルスタッフ」活用事業 
へき地教育振興事業 
教育基本計画策定事業 
木の香る学校づくり推進事業 
　　新設小学校の建設工事（２ヶ年継続・２３～２４年度）
スクールバス購入事業 
　　山吉田地区新設小学校のスクールバス購入
　　「愛知県民茶会」の開催費助成
鬼久保ふれあい広場整備事業 
　　グラウンドバックネットの改修
　　総合体育館の調査研究経費
図書館システム更新事業 

17,987千円
5,000千円
9,450千円

1,555,400千円

613,900千円

4,926千円
14,658千円

2,691千円
30,367千円

26,663千円

225,637千円
443,821千円
6,022千円

2,000千円
49,948千円

100千円
45,468千円

16,170千円

4,970千円

13,572千円

1,086千円

1,847千円
14,323千円
8,368千円
7,968千円
10,000千円
938千円
20千円

6,510千円

4,251千円

4,935千円

＝総合計画主な事業Ａ判定事業　　　＝マニフェスト対応事業　　　＝新規事業　　　＝継続事業

金　額 金　額事 業 名 主 な 事 業 内 容

2　自立創造

救急医療対策事業

へき地医療支援事業
休日診療所運営事業
夜間診療所運営事業
訪問看護事業
助産所運営事業
新城市民病院事業会計負担金
保健事業
予防接種事業
乳幼児等健康診査事業

子ども医療費助成事業

社会教育事業

放課後児童対策事業

新城版こども園推進事業
保育所整備事業
障害者自立支援事業
地域生活支援事業

障害程度区分認定等事業
精神障害者医療費助成事業
庁舎建設事業

作手総合施設整備事業
防災対策整備事業

防災ボランティア活動事業
東三河防災体制共同推進事業

在宅当番医制運営事業 
第１次救急医療対策事業 
第２次救急医療対策事業 
 
 
 
 
 
 
健康診査事業 
 
母と子のすくすく健診事業
　　妊婦健康診査（１４回）、乳児健康診査（２回）、不妊治療助成
市子ども医療費助成事業 
　　対象者：（通院）小学校１年～中学校卒業
ブックスタート事業 
　　４ヶ月児健診を利用した絵本の読み聞かせを実施
　　１３箇所の児童クラブ運営経費
　　２４年度より舟着小学校区・東陽小学校区で開設予定
　　「新城版こども園」移行準備経費
　　調理室の空調設備設置
療養介護医療給付費 
相談支援事業 
　　障害者福祉に関する相談窓口開設経費
福祉ホーム事業 
障害者虐待防止対策支援事業 
　　保険診療に係る医療費の自己負担分の助成
　　庁舎建設基本設計・実施設計の作成、ワークショップの開催
　　調査測量業務委託、用地購入費、補償費等
 
防災資機材等整備事業 
　　災害用パック毛布、備蓄用非常食・飲料水の購入
孤立可能性集落対策事業 
　　ヘリポートの整備、孤立可能性集落資機材整備費助成
　　防災ボランティアコーディネーター養成講座の開催
　　被災者支援システムの導入経費、東三河地域防災
　　研究協議会負担金

34,089千円

3,563千円
20,900千円
46,762千円
10,636千円
5,005千円

907,000千円
46,894千円
131,296千円
40,038千円

168,905千円

548千円

36,963千円

15,988千円
2,000千円

556,972千円
65,507千円

500千円
32,718千円
348,728千円

12,000千円
16,074千円

439千円
2,608千円

2,292千円
752千円

31,045千円

44,868千円

35,555千円

87,714千円

249千円

520千円
11,100千円

78千円

45,451千円
303,277千円

7,074千円

9,000千円

金　額 金　額事 業 名 主 な 事 業 内 容

３　安全・安心のくらし創造

消防施設・設備整備事業

消防団施設・設備管理事業

消費者行政事業

狂犬病予防事業

消防水利整備事業 
　　耐震性貯水槽の設置
消防車両整備事業 
　　屈折はしご付消防自動車、消防ポンプ自動車、
　　高規格救急自動車の購入
コミュニティ消防センター・消防詰所整備事業 
　　作手南部地区消防詰所建設
消防団車両整備事業 
　　消防団車両５台を更新
消費者行政活性化事業 
　　消費者被害防止のための講演会の開催経費等
 

222,417千円

89,664千円

2,666千円

2,796千円

23,015千円

199,402千円

18,409千円

62,207千円

2,558千円

金　額 金　額事 業 名 主 な 事 業 内 容

３　安全・安心のくらし創造

新城自然誌発行事業
持続可能な市民自治社会推進事業

廃棄物減量化・資源再利用推進事業
廃棄物処理事業

クリーンセンター管理事業
クリーンセンター整備事業

　　新城自然誌の発行に向けた準備経費
エコオフィス推進事業 
　　緑のカーテン・省エネコンテストの実施
　　住宅用新エネルギーシステム導入補助
エコアクション推進事業 
　　市民環境講座の開催、水生生物調査等経費
エコガバナンス推進事業 
　　環境審議会・中部環境５市会議等経費
エコイノベーション推進事業 
　　小水力発電等の可能性調査等経費
　　資源物の収集・処理・分別表の作成
廃棄物収集運搬事業 
　　可燃ごみ収集運搬（市内全域：週２回収集）
 
　　分散型制御システム等整備経費

1,800千円
12,555千円

38,014千円
86,399千円

387,786千円
281,085千円

9,175千円

540千円

700千円

2,140千円

82,094千円

金　額 金　額事 業 名 主 な 事 業 内 容

４　環境首都創造

庁舎等建設基金積立事業
徴収管理事業

コンビニ収納事業

普通財産管理事業
企画調整事業
地域活性化推進事業②

行政区対策事業
【宅地造成事業特別会計】
　　宅地造成事業
ザイセイの話発行事業

市税等収納強化事業  
地方税滞納整理事業  
　　東三河地方税滞納整理機構負担金等 
　　平成２５年度から開始する市税等のコンビニ収
　　納のためのシステム改修
  
ふるさと納税推進事業  
宅地販売促進事業  
　　宅地造成事業特別会計への貸付金等 
地域集会施設移管事業  
  
宅地販売促進事業  

5,569千円
23,730千円

14,359千円

6,227千円
325千円

33,535千円

5,300千円
55,300千円
2,100千円
800千円

5,315千円
132千円

597千円
361千円
360千円

金　額 金　額

金　額

事 業 名 主 な 事 業 内 容

１１　財政ビジョン

総合計画推進事業② 総合計画市民委員会運営事業1,726千円
金　額事 業 名 主 な 事 業 内 容

１２　行政改革ビジョン

職員研修事業 　　職員の能力開発に努める経費3,000千円
金　額事 業 名 主 な 事 業 内 容

１３　人材育成ビジョン

戸籍住基管理事業 外国人住民基本台帳整備事業  
　　住民基本台帳法改正に伴うシステム改修プログラムの適用作業 

5,072千円

金　額事 業 名 主 な 事 業 内 容

１４　情報ビジョン

基幹統計調査事業 工業統計調査事業 
就業構造基本調査事業 
住宅・土地統計調査単位区設定事業 

1,666千円

金　額事 業 名 主 な 事 業 内 容

そのほか

予
算
の
主
な
事
業

総
合
計
画
施
策
体
系
別

平
成
24
年
度
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第
５
期
新
城
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
概
要

長
寿
課　
　
23
‐
7
6
8
8

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
26

年
度
ま
で
の
高
齢
者
福
祉
や
介
護

保
険
事
業
の
方
向
性
や
見
込
み
を

示
す
「
第
５
期
新
城
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
」を
作
成
し
ま
し
た
。

（
計
画
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）
こ
の
計

画
は
、
法
律
に
よ
り
作
成
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
「
老
人
福
祉
計

画
」
と
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
一
体
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
、

３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
る
計
画
で

す
。

　

３
つ
の
基
本
理
念
「
高
齢
者
が

元
気
で
社
会
参
加
で
き
る
ま
ち
」

「
高
齢
者
の
自
立
と
自
己
決
定
を

尊
重
す
る
ま
ち
」
「
地
域
の
支
え

合
い
と
サ
ー
ビ
ス
が
連
携
し
た
ま

ち
」
を
目
指
し
て
、
高
齢
者
福
祉

事
業
と
介
護
保
険
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

将
来
予
測

　

市
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
24
年

１
月
現
在
で
28
．１
％
、
こ
の
ま

ま
推
移
す
る
と
、
平
成
26
年
度
に

は
30
％
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
介
護
保
険
の
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
る
方

は
、
平
成
26
年
度
で
２
，５
３
７

人
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
率
は
、
平
成
24
年
度
ま
で

緩
や
か
に
上
昇
し
ま
す
。

　

高
齢
者
人
口
が
急
激
に
増
加
す

る
、
平
成
25
年
度
か
ら
認
定
率
は

減
少
し
ま
す
。

施
策
の
柱

　

国
で
は
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
、
高
齢

者
が
自
立
し
て
地
域
で
生
活
を
営

め
る
よ
う
、
介
護
・
予
防
・
医

療
・
生
活
支
援
・
住
ま
い
が
一
体

的
に
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る
体

制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。

（1）
介
護
予
防
の
推
進

　

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
く
中

で
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
、
ま
た
、
要
介
護
認
定
の
重
度

化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
介
護
予
防

は
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
介
護
予
防
を
生
き
が

い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
な
ど
の

各
分
野
が
そ
れ
ぞ
れ
に
連
携
・
連

動
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
、
生
き

が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
の
延

長
と
し
て
介
護
予
防
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

（2）
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化

　

本
市
で
は
、
中
山
間
地
域
や
市

街
地
域
な
ど
の
特
性
を
踏
ま
え
、

６
つ
の
日
常
生
活
圏
域
を
設
定

し
、
地
域
ご
と
の
特
性
を
把
握

し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

や
各
事
業
所
と
の
連
携
を
強
化

し
、
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
実

施
に
取
り
組
み
ま
す
。

（3）
保
健
・
福
祉
・
医
療
と
の
連
携

　

住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
の

生
活
を
望
む
方
は
多
く
、
今
後
、

在
宅
医
療
の
推
進
や
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
は
更

に
増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
保
健
・
福
祉
・

医
療
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

（4）
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
・

　

権
利
擁
護

　

今
後
、
高
齢
者
単
身
世
帯
、
高

齢
者
夫
婦
世
帯
や
認
知
症
高
齢
者

の
数
が
よ
り
増
加
し
ま
す
。
見
守

り
や
配
食
な
ど
の
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
や
、
財
産
な
ど
を
守
る
権
利

擁
護
の
充
実
が
重
要
と
な
っ
て
く

る
た
め
、
成
年
後
見
制
度
の
周

知
・
啓
発
を
進
め
ま
す
。

（5）
高
齢
者
住
ま
い
の
整
備

　

地
域
包
括
ケ
ア
に
向
け
て
、

「
住
ま
い
」
と
「
必
要
な
ケ
ア
」

が
、
利
用
者
の
状
態
の
変
化
に
合

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

26,700円

26,700円

34,710円

40,050円

48,060円

53,400円

66,750円

80,100円

93,450円

（基準額）×0.50

（基準額）×0.50

（基準額）×0.65

（基準額）×0.75

（基準額）×0.90

（基準額）

（基準額）×1.25

（基準額）×1.50

（基準額）×1.75

わ
せ
て
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
な
ど
の
民
間
サ
ー

ビ
ス
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
多
様

な
住
ま
い
の
場
の
提
供
に
努
め
ま

す
。

介
護
保
険
料
の
見
直
し

　

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で

の
3
年
間
の
介
護
給
付
費
を
見
込

み
、
介
護
保
険
料
を
改
正
し
ま

す
。

　

第
５
期
計
画
に
お
い
て
は
、
介

護
給
付
費
準
備
基
金
お
よ
び
財
政

安
定
化
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
に

よ
り
、
保
険
料
上
昇
の
抑
制
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

第
４
期
計
画
時
の
第
３
段
階
に

該
当
し
、
課
税
年
金
収
入
額
と
合

計
所
得
金
額
の
合
計
額
が
80
万
円

を
超
え
１
２
０
万
円
以
下
の
方

と
、
第
４
段
階
に
該
当
し
、
課
税

年
金
収
入
額
と
合
計
所
得
金
額
の

合
計
額
が
80
万
円
以
下
の
方
に
つ

い
て
、
保
険
料
率
の
軽
減
を
図
り

ま
し
た
。
ま
た
、
第
６
段
階
に
つ

い
て
も
細
分
化
し
、
負
担
能
力
に

応
じ
た
保
険
料
率
を
設
定
し
ま
し

た
。

（平成２４年度～２６年度の６５歳以上の保険料額）基準月額4,450円　年額53,400円

生活保護受給者・市民税世帯非課税でかつ老齢福祉
年金受給者の方

市民税世帯非課税で、課税年金収入額と合計所得金
額の合計額が80万円以下の方

市民税世帯非課税で、課税年金収入額と合計所得金
額の合計額が80万円を超え120万円以下の方

市民税世帯非課税で、課税年金収入額と合計所得金
額の合計額が120万円を超える方

本人が市民税非課税（世帯内に市民税が課税されて
いる方がいる場合）で、課税年金収入額と合計所得
金額の合計額が80万円以下の方

本人が市民税非課税（世帯内に市民税が課税されて
いる方がいる場合）で、課税年金収入額と合計所得
金額の合計額が80万円を超える方

市民税本人課税の方のうち、被保険者本人の合計所
得金額が200万円未満の方

市民税本人課税の方のうち、被保険者本人の合計所
得金額が200万円以上500万円未満の方

市民税本人課税の方のうち、被保険者本人の合計所
得金額が500万円以上の方

保険料段階 　　　　　　　　対象者の基準 　　　　　　　　　　　　　保険料率 　　 保険料年額

要支援・要介護認定者数と認定率の推計

要支援・要介護認定者数 認定率

平成21年

4,000

3,000

2,000

1,000

0

18%

17%

16%

15%

14%
平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

（人）

2,320

16.5% 16.8%
17.4%

17.7%
17.4%

17.1%

2,378 2,456 2,520 2,528 2,537
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新
城
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
中
期（
2
0
1
2
〜
2
0
1
5
)を
策
定
し
ま
し
た

秘
書
広
報
課　
　
　
23
‐
7
6
2
3

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
策
定

し
た
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
中

期
計
画
と
し
て
、「
新
城
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
中
期
（
2
0
1
2

〜
2
0
1
5
）」
を
策
定
し
ま
し

た
。市
総
合
計
画
中
期
基
本
計
画

が
平
成
22
年
度
に
策
定
さ
れ
た
こ

と
に
連
動
す
る
も
の
で
す
。そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計
画
の
位
置
付
け

　

こ
の
計
画
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
第
14
条
第
３
項
に
定

め
る
市
町
村
男
女
共
同
参
画
計
画

で
あ
り
、
市
の
最
上
位
計
画
で
あ

る
市
総
合
計
画
と
連
動
し
て
、
本

市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
を
総
合
的
計
画
的
に
促
進

す
る
た
め
の
施
策
や
指
標
な
ど
を

示
す
も
の
で
す
。

計
画
の
期
間

　

平
成
24
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で

の
４
年
間
で
す
。ま
た
、最
終
年
度

に
は
総
合
計
画
、
社
会
情
勢
な
ど

に
応
じ
、見
直
し
を
行
い
ま
す
。

目
標
１　

人
権
の
尊
重
と
男
女
共

　

同
参
画
社
会
に
向
け
て
の
意
識

　

改
革

　

人
々
の
意
識
や
行
動
、
慣
行
の

中
に
性
別
に
基
づ
く
固
定
的
役
割

分
担
意
識
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま

す
。男
女
共
同
参
画
が
女
性
だ
け

で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
必
要

で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
る
よ

う
一
人
ひ
と
り
の
意
識
向
上
を
図

り
ま
す
。

目
標
２　

あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
社

　

会
参
加
の
促
進

　

性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担

意
識
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
及
ん
で
い
ま
す
。家
庭
・
地

域
・
行
政
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
男
女
が
参
画
し
、認
め
合
い
、支

え
合
い
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち

合
う
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

目
標
３　

就
業
環
境
と
就
業
条
件

　

の
整
備

　

一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
が
多
様

化
す
る
中
、
全
て
の
方
が
充
実
し

た
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
男
女

が
と
も
に
家
族
と
し
て
の
責
任
を

担
い
、
仕
事
と
家
庭
生
活
を
両
立

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
の
推
進

や
就
業
環
境
の
改
善
に
取
り
組
み

ま
す
。

目
標
４　

生
涯
に
わ
た
る
心
身
の

　

健
康
と
生
活
の
充
実

男
女
が
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
最
も
基
本
的
な
条
件
で
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
を
含
め
た
全
て

の
方
が
、
生
涯
に
わ
た
り
心
身
と

も
に
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
営

ん
で
い
け
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

計
画
の
推
進

　

効
率
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
市
職
員
一
人
ひ

と
り
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
行
政
と
市
民
が
協
働
で

取
り
組
み
ま
す
。

※
計
画
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　

秘
書
広
報
課
で
ご
覧
に
な
れ
ま

　

す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　
男
性
も
女
性
も
全
て
の
個

人
が
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち

合
い
、
そ
の
能
力
・
個
性
を
十

分
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
で
す
。

策定委員が市長に答申

目　　標
( 目指すこと )

基本的課題
( 取り組む分野 )

施   　　   策
( 具体的な取り組み )

⒈人権の尊重と男  
　女共同参画社会
　に向けての意識
　改革

⒈男女共同参画に関する正
　しい理解の促進　

⒉男性にとっての男女共同
　参画

⒊子どもにとっての男女共
　同参画

⒋女性や子どもに対する暴
　力の根絶

⒌人権の尊重

①男女共同参画に関する広報・啓発の推進
②男女共同参画を阻害する社会制度・慣行の
　見直し
①男性を対象とする広報・啓発の推進
②男性が家庭・地域生活に参画しやすい職場
　環境づくりの推進
③相談の充実
①学校教育における男女平等の推進
②幼児教育などにおける男女共同参画に関す
　る教育・学習の推進
③子ども支援の充実
①ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）、　
　児童虐待などへの対策の推進
②セクシュアル・ハラスメントなどへの対策
　の推進
①人権に関する啓発の推進
②人権に関する相談の充実

①審議会などへの女性委員の登用の促進
②管理職などへの女性の登用の促進
③女性の人材育成と人材情報の提供

①家庭生活における男女共同参画の促進
②地域活動における男女共同参画の促進
③男女共同参画推進団体の育成支援

①国際社会における男女共同参画に関する情
　報収集・提供
②国際交流・協力の推進　

①男女双方の視点に配慮した防災施策の実施
②自主防災活動などの推進

①地域活動への参画の促進

①環境分野での意思決定過程への女性参画の
　促進
②地域における環境活動の推進

①子育て支援の推進
②育児・介護休業制度の利用促進
③職場における両立支援の促進

①女性のチャレンジ支援の推進

①男女の雇用機会均等法などの普及と労働法
　規の広報・啓発の強化

①参画の促進
②家族経営協定の推進
③女性の起業家などの支援

①生涯を通じた心身の健康維持と増進
②母性保護の向上と母子保健の充実
③性に関する適切な情報提供と性教育の推進

①高齢者の自立支援

①障害者の自立支援

①ひとり親世帯の自立支援

⒈ワーク・ライフ・バラン
　スの推進

⒉女性のチャレンジ支援

⒊就業環境の改善

⒋農林・商工など自営業にお
　ける男女共同参画の推進

⒈生涯を通じた心身の健康
　づくりへの支援

⒉高齢者の自立支援

⒊障害者の自立支援

⒋ひとり親世帯の自立支援

⒈政策・方針決定過程への
　女性の参画の拡大

⒉家庭生活・地域活動への
　男女共同参画の促進

⒊国際交流・協力の推進

⒋防災・災害復興分野にお
　ける男女共同参画の推進

⒌地域づくり分野における
　男女共同参画の推進

⒍環境分野における男女共
　同参画の推進

⒉あらゆる分野へ
　の社会参画の促
　進

⒊就業環境と就業
　条件の整備

⒋生涯にわたる心
　身の健康と生活
　の充実

推進体制の充実計画の推進 ①推進体制の充実
②市民参画の促進

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

施
策
の
体
系

重点

重点

重点

重点

重点
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市の大切なお知らせをお届けします

Shinshiro News Spot

　
高
齢
化
社
会
の
到
来
や
医
療
の

進
歩
に
伴
い
、医
療
給
付
費
は
年
々

増
加
し
、財
源
確
保
の
た
め
国
保
財

政
は
大
変
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま

す
。平
成
21
年
度
以
降
は
、基
金
や

一般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
う

こ
と
に
よ
り
財
源
不
足
を
補
っ
て
い

ま
す
。

　
給
付
費
に
見
合
う
保
険
税
に
近

づ
け
る
た
め
に
、今
年
度
も
税
率
の

引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。引
き
続
き
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、急
激

な
引
き
上
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
激

変
緩
和
措
置
を
行
い
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
平
成
24
年
度
課
税
分
は
、次
ペ

ー
ジ
の
表
の
通
り
税
率
を
改
正
し

ま
す
。

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
、厳
し

い
経
済
状
況
の
中
で
の
多
大
な
ご
負

担
と
な
り
ま
す
が
、皆
さ
ん
の
医
療

を
継
続
し
て
支
え
、医
療
費
を
は
じ

め
と
す
る
保
険
給
付
事
業
な
ど
を

健
全
で
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く

た
め
に
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 国

民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
正
し
ま
す

市
民
保
険
課
　
　
23
‐
7
6
2
5
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１人当たり保険税および医療給付額の推移

平成22年度
国民健康保険
事業特別会計
歳入・歳出

1世帯当たり保険税および医療給付額の推移

保険税（平成2２年度実績）
　一人当たりの保険税
　　新城市　　　　　　 　83,934円　県内市34位
　　愛知県（市）平均　　　92,877円 
医療費（平成22年度実績）
　一人当たりの費用額（自己負担分も含めた医療費10割の額）
　　新城市　　　　　　293,968円　県内市4位
　　愛知県（市）平均　　271,022円

　一世帯当たりの保険税
　　新城市　　　　　　 153,297円　県内市36位
　　愛知県（市）平均　　170,074円 

歳入
（単位千円）

前期高齢者交付金
1,057,582

保険税
1,107,308

保険給付費
3,216,720

４,５９５,０11４,６４３,０８３

後期高齢者支援金
52５,484

共同事業拠出金
433,475

介護納付金
232,729

総務費
87,913

保健事業費 49,259
そのほか支出49,431

国庫支出金
1,005,789

共同事業交付金
475,521

療養給付費等交付金
323,380

一般会計繰入金
323,049

基金繰入金 80,000

県支出金
209,210

繰越金 46,408
そのほか収入14,836

歳出
（単位千円）
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平成22年度
保険税
愛知県（市）平均
9２,８７７円

平成22年度
保険税
愛知県（市）平均
１７０,０７４円

改 正 前  　 　 　 所 得 割  　 　 　 資 産 割  　 　 　 均 等 割  　 　 平 等 割  　 　 限 度 額

改 正 後  　 　 　 所 得 割  　 　 　 資 産 割  　 　 　 均 等 割  　 　 平 等 割  　 　 限 度 額

医療（基礎課税分）
後期高齢者支援金分
介護納付金分

医療（基礎課税分）
後期高齢者支援金分
介護納付金分

4.90％
1.50％
1.10％

22.00％
6.00％
6.00％

24,500円
6,700円
7,000円

24,500円
6,700円
5,000円

51万円
14万円
12万円

5.60％
1.60％
1.30％

21.00％
5.00％
5.00％

28,500円
7,900円
9,200円

27,000円
6,800円
6,000円

51万円
14万円
12万円

医療分
所得割（2,500,000円－330,000円）×4.9%＝106,330円
資産割　　　　　　　　100,000円×22.0%＝22,000円
均等割　　　　　　　　  24,500円×　　3人＝73,500円
平等割　　　　　　　　　24,500円×　１世帯＝24,500円
　　　　    　　　①合計　226,300円（100円未満切捨て）
後期高齢者支援分　　　
所得割（2,500,000円－330,000円）×  1.5%＝32,550円
資産割　　　　　　　   100,000円×　6.0%＝  6,000円
均等割　　           　　     6,700円×    3人＝20,100円
平等割　　　         　　　   6,700円×   １世帯＝  6,700円
　          　          ②合計　  65,300円（100円未満切捨て）
介護納付金分（40歳から64歳までの方）
所得割（2,500,000円－330,000円）×   1.1%＝23,870円
資産割　            　　　100,000円× 　6.0%＝  6,000円
均等割　　            　　　  7,000円×      １人＝  7,000円 
平等割　　            　　　 5,０00円×   １世帯＝  5,０00円
　         　　        ③合計　  4１,８00円（100円未満切捨て）

医療分
所得割（2,500,000円－330,000円）×5.6%＝121,520円
資産割　　　　　　　　100,000円×21.0%＝21,000円
均等割　　　　　　　　　28,500円×　　3人＝85,500円
平等割　　　　　　　　　27,000円×　１世帯＝27,000円
　　　　    　　　④合計　255,000円（100円未満切捨て）
後期高齢者支援分　　　
所得割（2,500,000円－330,000円）×1.6%＝ 34,720円
資産割　　　　　　　　   100,000円× 5.0%＝  5,000円
均等割　　           　　　   7,900円×    3人＝ 23,700円
平等割　　　         　　　   6,800円×  １世帯＝   6,800円       
　　 　　　        ⑤合計 　 70,200円（100円未満切捨て）
介護納付金分（40歳から64歳までの方）
所得割（2,500,000円－330,000円）×1.3%＝ 28,210円
資産割　            　　　100,000円×　5.0%＝  5,000円
均等割　　            　　　　9,200円×     １人＝   9,200円
平等割　　            　　　 6,000円×    １世帯＝  6,000円
　         　          ⑥合計　 4８,４00円（100円未満切捨て）

改正前　３３３，４００円（①＋②＋③） 改正後　３７３，６００円（④＋⑤＋⑥）

　　　　「夫（42歳）、妻（38歳）、子ども（10歳）の3人家族の場合で、前年の所得金額250万円（夫のみ所得あり）、固定資産税
額100,000円（土地・家屋）」の世帯では、１年間の国民健康保険税額は、改正前と改正後では次のように変わります。

※市ホームページで国民健康保険税の税額の簡単な試算ができますのでご利用ください。

平成23年度
国民健康保険
税率（改正前）

平成24年度
国民健康保険
税率（改正後）

例１

医療分
所得割（2,000,000円－330,000円）×  4.9%＝81,830円
資産割　　　　　　　　　　　   0円×22.0%＝　      0円
均等割　　　　　　　　　 24,500円×　　2人＝49,000円
平等割　　　　　　       24,500円×　 １世帯＝24,500円
　　    　　      　①合計　155,300円（100円未満切捨て）
後期高齢者支援分　　　
所得割（2,000,000円－330,000円）×   1.5%＝25,050円
資産割　　　　　　　　　　　　 0円× 6.0%＝          0円
均等割　　           　　　　6,700円×　　2人＝13,400円
平等割         　　　      6,700円×    １世帯＝6,700円       
　　 　　　         ②合計　  4５,１00円（100円未満切捨て）
介護納付金分（40歳から64歳までの方）
所得割　　　　　　　　　　　   0円×   1.1%＝　   　 0円
資産割　　　　　　　　　　　　0円× 　6.0%＝　    　0円
均等割　　            　　　 7,000円× 　   0人＝　       0円
平等割         　　　　        5,000円× 　0世帯＝ 　 　 0円
　　         　　　③合計　　　  　   0円（100円未満切捨て）

医療分
所得割（2,000,000円－330,000円）×5.6%＝ 93,520円
資産割　　　　　　　　　　　　  0円×21.0%＝　　    0円
均等割　　　　　　　    28,500円× 　 2人＝ 57,000円
平等割　　　　　　       27,000円×  １世帯＝ 27,000円
　　    　　　      ④合計　177,500円（100円未満切捨て）
後期高齢者支援分　　　
所得割（2,000,000円－330,000円）×1.6%＝ 26,720円
資産割　　　　　　　　　　　　 0円×　5.0%＝　       0円
均等割　　           　　　　7,900円×　　2人＝15,800円
平等割　　　         　　　   6,800円×   １世帯＝  6,800円
　        　　 　　  ⑤合計　  49,300円（100円未満切捨て）
介護納付金分（40歳から64歳までの方）
所得割　　　　　　　　　　　　   0円×　1.3%＝　  　  0円
資産割　　　　　　　　　　　   0円×　 5.0%＝　　   0円
均等割　　            　　　 　9,200円×   　0人＝　    0円
平等割　　            　　　　6,000円× 0世帯＝　　   0円
　　         　　  　⑥合計　　　　   0円（100円未満切捨て）

改正前　２００，４００円（①＋②＋③） 改正後　２２６，８００円（④＋⑤＋⑥）

　　　　「夫（30歳）、妻（28歳）、の2人家族の場合で、前年の所得金額200万円（夫のみ所得あり）、固定資産税額0円」の世帯
では、1年間の国民健康保険税額は、改正前と改正後では次のように変わります。
例2
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市の大切なお知らせをお届けします

市
営
住
宅
空
家
待
機
者
常
時
募
集

　市における優良田園住宅の
建設に関する基本方向を示し、
建設が基本的に適当と認めら
れるおおよその土地の区域に
関する事項、建設される地域に
おける個性豊かな地域社会の
創造のために必要な事項など
を定めた、新城市優良田園住宅
の建設の促進に関する基本方
針を策定しました。
　基本方針は、市ホームページ
で閲覧できます。
策定日
　平成 24 年 4 月 1 日

東原住宅

上市場西
住宅

上市場東
住宅

長篠住宅

大野住宅

川合住宅

明和住宅

和田住宅

開成住宅

建　築
年　度

管理
戸数 間取り 家賃(月額／円)

(収入により決定) 
最寄の
交通機関

駐車場住宅名 　　　 所在地 階数

平井字東原30

野田字上市場18-1

野田字上市場26-2

長篠字杉下2-1

大野字広野55

作手白鳥字セウホウ1-1

作手高里字当下18

作手保永字山中沢2-2

作手高里字下屋敷14-3

H1～2

S55

S56～58

H1

H2

S58・60

S63

H16

H19

4～5

3

3～4

3

3

1

1

1

1

70

36

66

24

18

10

5

3

5

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

22,000～44,900

17,500～34,500

19,600～39,700

19,900～39,100

19,300～38,000

14,200～30,400

18,800～36,900

22,400～44,100

22,200～43,600

豊鉄バス
宗高バス停

豊鉄バス
大野田バス停

豊鉄バス
大野田バス停

豊鉄バス
本長篠バス停

市営バス
小野バス停
豊鉄バス
川合バス停
豊鉄バス
高里バス停
豊鉄バス
和田バス停
市営バス
川尻バス停

１戸１台

１戸１台
（自治会管理分含む）

１戸１台

１戸１台

１戸１台

駐車スペース有

駐車スペース有

１戸２台

１戸２台

都
市
計
画
課
　   

23
‐
7
6
4
0

地
域
整
備
課
　
　
32
‐
1
9
7
7

地
域
整
備
課
　
　
37
‐
2
2
9
7

　

市
で
は
、
市
営
住
宅
に
空
家
が

生
じ
た
場
合
に
、
定
期
募
集
で
申

し
込
み
が
あ
っ
た
方
の
後
に
入
居

し
て
い
た
だ
く
待
機
者
を
募
集
し

ま
す
。

申
込
用
紙
の
交
付
・
受
付
期
間

　

４
月
17
日
㈫
〜
平
成
25
年
3
月

　

29
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

※
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
。

申
込
資
格

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

①
入
居
予
定
者
の
中
に
暴
力
団
員  

　

が
い
な
い
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居

　

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ

　

と
。

※
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
な
い

　

単
身
者
も
可
。

③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

④
一
定
収
入
以
下
の
世
帯
（
例
・

　

夫
婦
子
供
１
人
の
家
族
の
う
ち

　

２
人
は
無
収
入
で
年
間
総
収
入

　

金
額
３
９
９
万
６
千
円
未
満
の

　

世
帯
）
で
あ
る
こ
と
。

　

家
族
構
成
・
収
入
金
額
な
ど
、

　

詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

新城市優良田園住宅の
建設の促進に関する
基本方針を策定しました

文
化
課

　
23
‐
7
6
5
5

設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
22
‐
0
6
7
3

　

５
月
５
日
㈷

　

午
前
９
時
30
分

　

長
篠
城
址

　

戦
没
者
供
養
・
合
戦
行
列
・
和
太

　

鼓
演
武
・
茶
会
・
火
縄
銃
演
武
・

　

観
光
物
産
展
・
鳥
居
強
右
衛
門
戦

　

国
街
道
ラ
ン
ほ
か
。

　

最
寄
駅　

J
R
飯
田
線
長
篠
城
駅

　

下
車
徒
歩
8
分

※
当
日
は
長
篠
城
址
周
辺
道
路
で
一

　

部
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
会
場

　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。最
寄
り
の

　

特
設
駐
車
場
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ

　

ス
や
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

　

５
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分

　

亀
山
城
址
・
つ
く
で
手
作
り
村

　

芝
生
広
場

※
雨
天
時
は
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー
で

　

行
い
ま
す
。

　

火
縄
銃
演
武
・
和
太
鼓
演
奏
・
創

　

作
劇
「
亀
山
城
物
語
」
（
劇
団
砂

　

喰
社
）
・
茶
席
・
よ
さ

　

こ
い
踊
り
・
物
産
展
ほ

　

か
。

　

前
夜
祭
と
し
て
、
５
月

　

12
日
㈯
午
後
６
時
か
ら

　

亀
山
城
址
で
、
あ
ん
ど

　

ん
点
灯
や
和
太
鼓
演
奏

　

を
行
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分

　

設
楽
原
歴
史
資
料
館
周
辺

　

設
楽
原
の
陣
没
者
慰
霊
法
要
・
覇

　

城
太
鼓
演
武
・
子
ど
も
武
者
行
列

　

と
創
作
演
武
・
火
縄
銃
演
武
（
連

　

続
撃
ち
）
ほ
か
。
物
産
展
も
あ
り

　

ま
す
。

※
小
雨
決
行

天
正
の
歴
史
と

息
吹
が

今
に
蘇
る

古
戦
場

〔
戦
国
の
世
を
偲
ぶ
新
城
の
三
大
ま
つ
り
〕

観
光
課

　
32
‐
1
9
8
5

市
観
光
協
会

　
32
‐
0
0
2
2

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り

第一幕
第
47
回

作
手
古
城
ま
つ
り

第二幕
第
34
回

設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り

第三幕
第
23
回

〜
全
三
幕
〜

〜
全
三
幕
〜
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

第
12
回
子
育
て
応
援
広
場

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ
野
外
学
習
会

「
豊
橋
市
自
然
史
博
物
館
の

裏
方
と
豊
橋
動
植
物
園
見
学
」

観
来
館
5
月
の
展
示

「
小
学
生
の
習
字
個
展
」

地
域
振
興
課

　

32
‐
0
5
1
3

市
民
病
院
小
児
科
外
来

　

22
‐
2
1
7
1

soum
u@
hospital.shinshiro.

aichi.jp 
こ
ど
も
未
来
課　

　

23
‐
7
6
2
2

長
寿
課

　

23
‐
7
6
8
8

健
康
課

　

23
‐
8
5
5
1

み
に
こ
ん
か
ん

●催し・行事●募集

　

３
月
に
八
名
小
学
校
を
卒
業
し

た
、
伊
藤
あ
い
さ
ん
の
個
展
で

す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
幼
稚
園
の
こ
ろ
か

ら
習
字
を
始
め
、
今
で
は
３
段
の

腕
前
に
上
達
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
太
筆
に
よ
る
行
書
の
半

切
を
は
じ
め
、
半
紙
、
色
紙
、
短

冊
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
小
学
生

の
も
の
と
は
思
え
な
い
力
作
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

５
月
２
日
㈬
〜
31
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　

表
参
道

　

入
口
）

　

休
館
日
は
火
曜
日

　

5
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

豊
橋
市
自
然
史
博
物
館
・
動
植

　

物
園

　

動
植
物
園
正
門
前

　

博
物
館
学
術
委
員（
地
学
分
野
）

　

50
人　

　

大
人　
　
　
　
　
　

７
０
０
円

　

小
・
中
学
生　
　
　

３
０
０
円

　

筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　

現
地
集
合
・
解
散

　

年
を
取
る
と
、
腰
や
膝
が
痛
く

な
る
の
は
当
た
り
前
と
思
っ
て
諦

め
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

も
し
か
し
た
ら
、
普
段
の
姿
勢

や
間
違
っ
た
体
の
使
い
方
が
原
因

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
関
節
の
痛
み

が
続
く
と
気
持
ち
に
も
影
響
し
ま

す
。
上
手
に
体
を
ほ
ぐ
し
心
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ロ
コ
モ
体
操
は
ゆ
っ
た
り
呼
吸

し
な
が
ら
、
無
理
な
く
行
え
る
運

動
で
す
。

　

６
月
４
日
㈪
・
13
日
㈬
・
27
日

　

㈬
・
７
月
２
日
㈪
・
11
日
㈬
・

　

25
日
㈬
・
８
月
１
日
㈬
・
８
日

　

㈬
・
22
日
㈬
・
29
日
㈬
・
９
月

　

５
日
㈬
・
19
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
運
動
指
導
士

　

65
歳
以
上
の
方

　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

社会人になったら礼服が必要です

広
告

広
告

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
博
物
館
49
周
年
春
の
感
謝
祭
」

健
康
教
室
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
＆

ボ
デ
ィ
ケ
ア（
体
調
改
善
）教
室

ロ
コ
モ
体
操

〜
頭
と
心
と
体
を
軽
や
か
に
〜

　

5
月
3
日
㈷
〜
6
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

子
育
て
に
関
す
る
学
習
や
遊
び

を
通
し
て
、親
子
の
絆
を
深
め
、交

友
関
係
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
小
さ
な
気
分
転
換

　
　
　

し
て
み
ま
せ
ん
か
」

　

日
ご
ろ
疲
れ
て
い
る
自
分
の
身

　

５
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ（
長
篠
地
内
）

　

子
育
て
中
の
ご
家
族

　

無
料

　

参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
、
飲
み
物
・
お

　

や
つ
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

個
別
相
談
に
も
お
応
え
し
ま

　

す
。
相
談
時
は
お
子
さ
ん
を
お

　

預
か
り
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま
た
、事
前

　

に
相
談
内
容
を
メ
ー
ル
に
て
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

参
加
ス
タ
ッ
フ

　

小
児
科
医
師
、言
語
聴
覚
士
、看

　

護
師
、助
産
師
、　

保
育
士
な
ど

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　

35
‐
1
0
0
1

　

35
‐
5
0
1
2

hri-hakubutukan1
@
city.shinshiro.lg.jp

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　

35
‐
1
0
0
1

　

35
‐
5
0
1
2

hri-hakubutukan1
@
city.shinshiro.lg.jp

　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
特

　

売
、鉱
物
、化
石
販
売
、宝
石
探

　

し
、
ダ
ー
ツ
な
ど
の
楽
し
い
イ

　

ベ
ン
ト
を
バ
ル
コ
ニ
ー
広
場
で

　

開
催
し
ま
す
。新
城
の
石
を
プ

　

レ
ゼ
ン
ト
!!

体
や
心
を
い
た
わ
り
な
が
ら
、
少

し
気
分
転
換
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

足
の
ケ
ア
や
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ

や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い
、
身

体
の
調
子
を
整
え
る
教
室
で
す
。

運
動
が
苦
手
な
方
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
い
方
、
仕
事
が
一
段
落
し
た

方
な
ど
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

５
月
11
日
㈮
〜
７
月
13
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
11
時

※
毎
週
金
曜
日（
10
回
実
施
）

　

西
部
公
民
館　

　

市
内
在
住
の
方

　

50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

２
，０
０
０
円（
10
回
）

受
付
開
始

　

４
月
23
日
㈪

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ

う
と
し
て
い
る
方
、
初
め
て
パ
ソ

コ
ン
を
触
る
方
を
対
象
に
、
電
源

の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単
な

情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

23
‐
7
6
1
2

　

23
‐
2
0
0
2

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座〔
５
月
分
〕

joho@
city.shinshiro.lg.jp

文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、
丁

寧
に
指
導
し
ま
す
。

　

５
月
19
日
㈯　
　
　
　

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

　

以
上
の
方
。

　

12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

　

選
を
行
い
ま
す
。

　

無
料 

※
テ
キ
ス
ト
代
1
，
0
5
0
円
を

　

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

　

4
月
23
日
㈪
〜
5
月
10
日
㈭

　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

　

ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
、
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

【
ど
〜
ら
】

（
年
間
17
回
程
度
）

第
１
回

　

５
月
22
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

西
部
公
民
館

　

リ
ズ
ム
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞

　

か
せ
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

　

４
月
２
日
現
在
、
１
歳
以
上
の

　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　

親
子
25
組
程
度

　

年
２
，
０
０
０
円
（
保
険
料
・

　

お
や
つ
代
な
ど
）

　

５
月
１
日
㈫
か
ら
電
話
受
付
開

　

始
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

第
２
回
目
以
降
は
、
月
２
回
程

　

度
火
曜
日
を
中
心
に
開
催
予
定

　

で
す
。

 

お
手
伝
い
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で

く
れ
る
お
手
伝
い
の
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

建設業・各種営業許可／内容証明／省エネ…

遺言／相続／後見
会社・ＮＰＯ・公益法人／補助金／入国管理

鈴木達也行政書士事務所
TEL0536-22-4175

★5月21日☆「金環日食」★

おひさまプロジェクト5/21　事務局

♥おひさまプロジェクトでは、東日本の、みなさんの
　母校の子供達に安全なサングラスを届ける運動を進
　めています。
◆寄贈のご協力をお願いします。

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

応募方法

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ●そのほか

行
政
課

　
23
‐
7
6
1
1

憲
法
週
間
を
迎
え
て

〜
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

は「
憲
法
週
間
」で
す
〜

商
工
課

　
23
‐
7
6
3
4

大
規
模
小
売
店
舗

届
出
書
の
縦
覧
情
報

（
ピ
ア
ゴ
新
城
店
）

　
憲
法
記
念
日
（
５
月
３
日
）
を

中
心
と
し
た
５
月
１
日
か
ら
７
日

「荻窪シェアハウス小助川」
小路幸也／著　新潮社
　佳人は、見ず知らず
の男女６人と管理人と
で共同生活を始めま
す。暮らしのルールを
みんなで作り、シェアハ
ウスは居心地いいもの
になりますが…。
若者の成長を描いた物語です。　
「もぐらのせんせい」
斉藤　洋／作　たかいよしかず／絵
講談社
　働く『もぐら』シリーズ
の“宅配便”、“おまわり
さん”に続く３作目で
す。もぐらの学校の毎
日はどんな生活でしょう
か…。
「ふじさんファミリー」
みやにしたつや／作・絵
金の星社
　女の子の赤ちゃん
が生まれてお兄ちゃん
になった“ぼく”は、妹の
世話に疲れて怒って
ばかりのママに我慢で
きず、とうとう家出をし
てしまいます…。
　家族のぬくもりを感じる絵本です。

　４月23日から５月12日までは、「こ
どもの読書週間」です。お子さんと
一緒に、家族で楽しめる本を特集し
ます。ぜひご利用ください。

貸出券作成
鳳来・作手各総合支所でも交付の申請可。
後日、自宅に郵送。
ファックス貸出
ファックスで申し込めば、一度に3冊まで
鳳来・作手各総合支所へ届けます。

新城図書館　 23‐2333    24‐3415

「君と未来をつなぐ本」

新城図書館のご案内
開館時間　午前9時～午後8時
連日開館　休館日は月末1日のみ
貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

おすすめ本の紹介

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

イラストはイメージです。

広
告

広
告

鳳

来

峡

鳳

来

峡

文
化
課

　
23
‐
7
6
5
5

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

　

こ
の
３
月
に
開
通
し
た
三
遠

南
信
自
動
車
道
の
鳳
来
峡
Ｉ
Ｃ
。

そ
の
名
前
の
由
来
に
な
っ
た
の

が
、飯
田
線
の
三
河
川
合
駅
か
ら

湯
谷
温
泉
駅
ま
で
続
く
宇
連
川

の
川
筋
で
す
。こ
の
渓
流
は
大
変

美
し
い
風
景
で
知
ら
れ
、い
つ
の

こ
ろ
か
ら
か
「
鳳
来
峡
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
鳳
来
峡
」
の
名
付
け
親

と
し
て
、大
野
の
生
田
硯
川
と
い

う
人
が
い
ま
し
た
。彼
は
大
正
12

年
に
『
鳳
来
峡
の
山
水
』
と
い
う

本
を
著
し
、
そ
の
中
で「
鳳
来
峡

は
東
北
の
十
和
田
湖
、近
畿
の
嵐

峡
、
保
津
川
、
九
州
の
耶
馬
渓
な

ど
、日
本
を
代
表
す
る
渓
谷
に
匹

敵
す
る
ほ
ど
美
し
い
場
所
で
あ

る
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

特
に
三
河
槙
原
駅
あ
た
り
か

ら
湯
谷
温
泉
駅
に
か
け
て
見
ら

れ
る
岩
盤
を
敷
き
詰
め
た
よ
う

な
川
底
は
「
板
敷
川
」
と
も
呼
ば

れ
、独
特
の
風
景
を
作
り
出
し
て

い
ま
す
。

　

生
田
硯
川
は
そ
の
著
の
中
で

12
カ
所
の
美
し
い
場
所
を
掲
げ

て
い
ま
す
。宇
連
ダ
ム
で
失
わ
れ

た
場
所
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の
ま

ま
掲
げ
ま
す
。

　

板
流
峡
（
板
敷
川
）、
臥
牛
峡

（
馬
背
岩
）、
龍
鳳
瀧（
大
滝
）、
妙

法
池（
名
号
池
）、
鳳
液
泉
、
烏
帽

子
岩（
立
ち
岩
）、
琵
琶
渓
、
曼
盤

渓
、龍
化
峡
、仙
峨
瀧
、洗
心
洞
門

（
乳
岩
）、播
龍
窟（
乳
岩
）。

　

こ
の
春
、新
緑
の
鳳
来
峡
を
散

策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

再
発
見
！

73

梅雨時、雷シーズン、台風シーズンは倒木による断線が多数発生します｡

切れた電線には絶対にさわらないで！
中部電力に電話して下さい。
中部電力　新城営業所
TEL0120‐985‐631

夜間・休日は豊橋営業所にかかりますが、そのままお話ください。

５月１３日開催
!!

新城市能登瀬壱輪２３－１   TEL３２－２１２２
http://www.sanyurin.jp/yuyu/

史跡めぐり
健康ウォーキング

●参加費／１３００円　
（ゆ～ゆ～ありいな入浴割引券付き）
●定　員／22名　●全行程9km
※ご予約、お問い合わせは
　鳳来ゆ～ゆ～ありいなまで

ま
で
を
、
裁
判
所
で
は
憲
法
週
間

と
定
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、憲
法

の
精
神
や
国
民
生
活
に
お
け
る
裁

判
所
の
役
割
を
、
皆
さ
ん
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

　

法
務
省
や
検
察
庁
、弁
護
士
会

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
全
国
各
地

の
裁
判
所
で
は
、
例
年
こ
の
時
期

に
、
法
廷
な
ど
の
見
学
ツ
ア
ー
や

各
種
説
明
会
な
ど
、
憲
法
週
間
行

事
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

週
間
行
事
へ
の
参
加
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
裁
判
所
を
よ
り
身

近
に
感
じ
、
裁
判
所
や
裁
判
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。皆
さ
ん
の
参
加

生
涯
学
習
課
　

　
23
‐
7
6
5
4

　

平
成
25
年
成
人
式
を
次
の
通
り

行
い
ま
す
。

平
成
25
年

新
城
市
成
人
式
の
お
知
ら
せ

鳳来峡 (板敷川 )

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
裁
判

所
の
総
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

間
も
な
く
、「
裁
判
員
制
度
」が

始
ま
っ
て
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま

す
。裁
判
所
で
は
、皆
さ
ん
に
と
っ

て
裁
判
が
よ
り
利
用
し
や
す
く
分

か
り
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う

に
、
裁
判
の
制
度
や
仕
組
み
に
つ

い
て
、
幅
広
い
広
報
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
裁
判
例
情
報
、
司
法
統
計
、
見

　

学
・
傍
聴
案
内
を
は
じ
め
と
す

　

る
各
種
情
報
に
つ
い
て
は
、
裁

　

判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　
　
　
　

　
（http://w

w
w
.courts.go.jp/

）

～長篠の戦い
　　　再発見～

ふるさとガイドと歩く

●幼児水泳教室（６月下旬）
●ベビースイム教室（７月中旬）
●新スイミングスクールが始まります！

スクール生
随時募集中！

　

大
規
模
小
売
店
舗
（
店
舗
面
積

が
1
，0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
小
売
店
舗
）
を
新
設
ま
た
は

変
更
す
る
設
置
者
は
、
「
大
規
模

小
売
店
舗
立
地
法
」
に
よ
り
県
へ

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

周
辺
住
民
は
、
大
規
模
小
売
店

舗
の
設
置
者
が
「
そ
の
周
辺
地
域

の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮

す
べ
き
事
項
」
に
つ
い
て
、
縦
覧

期
間
内
に
県
へ
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、市
内
で
大
規
模
小
売
店

舗
の
新
設
計
画
を
し
て
い
る
設
置

者
の
縦
覧
情
報
は
左
記
の
通
り
で

す
。

【
店
舗
名
】

　

ピ
ア
ゴ
新
城
店

【
所
在
地
】

　

新
城
市
字
宮
ノ
後
64
番
地
ほ
か

　

７
月
23
日
㈪
（
４
カ
月
間
）

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※
縦
覧
は
土・日・祝
日
を
除
く
、午

　

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

　

で
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
１
月
13
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分

　

新
城
文
化
会
館

成
人
式
該
当
者

　

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

５
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生

　

ま
れ
た
方

　

で
、
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情

　

報
に
つ
い
て
は
、
裁
判
員
制
度

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　
　
　
　
　
　

　
（http://w

w
w
.saibanin.cou

　

rts.go.jp/
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
紹

　

介
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ア
ク
セ

　

ス
し
て
く
だ
さ
い
。

い
く
た

け
ん
せ
ん

や

ば
　け
い

い
た
じ
き
が
わ

が
ぎ
ゅ
う
き
ょ
う

り
ゅ
う
ほ
う
の
た
き

み
ょ
う

う
ま
の
せ
い
わ

ほ
う
の
い
け

み
ょ
う
ご
う
い
け

し
い
わ

ほ
う
え
き
せ
ん

び

わ

け

い

ば
ん
り
ゅ
う
け
い

え
　
ぼ

ま
ん
ば
ん

け
いち

い
わ

ば
ん
り
ゅ
う
く
つ

り
ゅ
う
か
き
ょ
う

せ
ん
が
き
ょ
う

せ
ん
し
ん
ど
う
も
ん

おぎくぼ こ すけがわ

しょう じ　　ゆき や

よし と

さいとう　　ひろし
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イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。

皆さんからの情報をお待ちしています

①　鍋にたっぷりの湯を沸かし、生うどんを
　　茹でる。茹で上がったら水洗いしてぬめ
　　りを取り、ざるにあげる。
②　鍋にだし汁を入れて火にかけ、水に戻し
　　た椎茸、ちくわ、油揚げを適当に切って
　　加える。一煮立ちしたらしょうゆ、みり
　　んで味を付けておく。
③　別の鍋に湯を沸かし、うどんを温め、水
　　気を切って熱くした器に盛る。
④　②のかけつゆを熱くして③にかける。小
　　口に切った葉ねぎを散らして、好みで花
　　かつおをかけて食べる。

◆  作 り 方 ◆

協力:食育推進実行委員会（農村輝きネット・しんしろ）

　農の節句という、田植え前後に農作業の無事
と豊作を祈る行事があります。
　苗供えは、田植え前に豊作を祈る慣わしで
す。かまどの神様である荒神様に、根をきれい
に洗って束ねた苗を 3束供え、その上に赤飯を
盛った器を乗せて灯明を灯し、豊作と農作業の
無事を祈りました。
　農上がり（ごんげのぼう）は、田植えが終わっ
た後きれいに洗った鎌、鍬などの農機具と束ね
た苗をむしろに並べ、お神酒を供えて農機具に
感謝する慣わしです。そして、酒肴を用意して
田植えを手伝ってくれた方たちを招いて働き
手の労をねぎらいました。振る舞われたもの
は、柏餅やほう葉餅、収穫した小麦を使ったう
どんなどでした。その中のうどんには、「農作業
で疲れた身体を、うどんのように長く横たえて
休め」という意味があったと言われています。
　この地方では、2つを一緒にして農上がりに
行うようになったそうです。

　新城はぐるまの会音声訳部では、市内在住
で視覚に障がいのある方を対象に広報「ほの
か」をはじめ、新刊図書などをテープ、ＣＤに
録音してお届けするボランティア活動をして
います。作成したカセットテープはふるさと
情報館に置いてありますので、ぜひご利用く
ださい。
　また、視覚障がい２級以上の方であれば、
郵便局のご協力によりお手元までの送付なら
びに返送とも無料で行っています。
　詳しくは、社会福祉協議会ボランティアセ
ンターへお問い合わせください。

●「食育を推進しています」毎月19日はおうちでごはんの日●

•エネルギー
　　　421 kcal
•食塩
　　　　7.4g
（１人分）

◆　材料（4人分）　◆ 

かけうどん

生うどん　　          １束
かけつゆ
　だし汁　　     5カップ
　しょうゆ　１/２カップ
　みりん　　     大さじ5

干椎茸　　　　　  中2枚
ちくわ　　　　　　  2本
油揚げ　　　　　　  2枚
葉ねぎ　　　　　　  2本
花かつお　　　　　 適量

事料理行 土料理郷

広報
ほのか 録音図書を聴いてみませんか？

市社会福祉協議会　ボランティアセンター     　23‐5618

秘書広報課　　23‐7623     info@city.shinshiro.lg.jp

　５月から５期にわたり、韓国語講座（入門クラ
ス）を開講します。奮ってご参加ください。
　
【第Ⅰ期】
　５月１８日（金）～６月２２日（金）
【第Ⅱ期】
　７月６日（金）～８月１０日（金）
【第Ⅲ期】
　８月２４日（金）～９月２８日（金）
【第Ⅳ期】
　１０月１２日（金）～１１月１６日（金）
【第Ⅴ期】
　１１月３０日（金）～平成２５年１月１８日（金）
　（毎週金曜日）
　午後７時～８時・全 30 回
※日程は都合により変更することがあります。
　新城文化会館１０４会議室
　２０人程度（先着順）　
　李　建胤 氏（愛知学泉大学非常勤講師）　　
　１期　６,０００円（非会員の方は第１期のみ受講
　料６,０００円と協会会費３,０００円をいただき、協
　会会員になっていただきます）
※テキスト代として別途２‚３００円程度必要です。
　電話またはEメールでお申し込みください。
　５月１４日（月）

　豊川流域にお住まいの方々のご協力を得て、
河川の愛護と流域住民との連携強化を進めるた
め、河川愛護モニターを公募します。
任期　
　７月１日（日）から１年間
　河川愛護に関するさまざまなテーマについて、
　河川を観察し、毎月、レポートの提出をお願
　いします。
活動範囲　
　三上橋から江島橋までの左岸
謝礼　
　月額４，０００円程度（予定）
　活動範囲近隣にお住まいの年齢20歳以上で、
　川に接する機会が多く河川愛護に関心のある  
　方

•ホームページから応募
　　www.cbr.mlit.go.jp/toyohashi/
•応募用紙を問い合わせ先へ請求
　５月２５日（金）（必着）

市国際交流協会　　23-7783　　siea@tees.jp国土交通省豊橋河川事務所　管理課
　0532-48-8105

　

全
国
の
平
成
23
年
度
１
年
間
の
新
規

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
数
は
１

４
８
６
人
で
、
過
去
４
番
目
に
多
い
年

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
１
日
あ
た

り
約
４
人
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ

患
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
県
で
報
告
さ
れ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
数
は
、
１
２
５

人
で
、
２
年
連
続
で
１
０
０
人
を
超
え

ま
し
た
。

　

保
健
所
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を

無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
感
染

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
不
安
の
あ

る
方
は
、
感
染
の
機
会
か
ら
３
カ
月
以

上
た
っ
て
か
ら
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

検
査
曜
日
、
時
間
を
事
前
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

新
城
保
健
所

　
　

22
‐
2
2
0
3

　

愛
知
県
エ
イ
ズ
情
報
セ
ン
タ
ー　

　
　

0
5
2
‐
9
7
2
‐
9
2
0
0

韓国語講座韓国語講座河川愛護モニター募集河川愛護モニター募集

エ
イ
ズ

検
　
査
の
ご
案
内

お届け（郵送）──────────────
　毎月月初め頃　広報「ほのか」　テープ２巻
　　　　　　　　声のはぐるま　 テープ１巻
　隔月　　　　　広報「あいち」、政府広報「明
　　　　　　　　日への声」　　各テープ１巻
※録音図書の場合は、随時、郵送または部員
　による手渡し

しゅこう

イ ー 　 　ゴ ン ユ ン

◉お知ら
せ…!! 

♥とって
おきの写

真

☀あなた
の身近な

話題
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　文化会館および鳳来開発センターで「しんしろ
節句まつり」が開催されました。
　4日（日）には「子どもパフォーマンスとエコファ
ッションショー」が行われ、子どもの健やかな成
長を願いました。また、このまつりの縁で交流の
ある徳島県勝浦町の方々による阿波踊りが披露さ
れ、大勢の観客を魅了しました。

　日本少年野球連盟の第42回春季全国大
会愛知県東支部予選・中学部決勝戦が3月
11日㈰に行われ、新城ベアーズボーイズ
が優勝し、全国大会に出場しました。
　選手たちは3回戦まで活躍し、大舞台で
の思い出を作りました。

　「つなげよう３．１１への想い～心の復興プロジェクト～」が、市民体育館競技場
で開催されました。およそ９００人の方が来場され、東陽小学校の発表展示、市民
ボランティアの活動報告、豚汁の無料配布（新城ライオンズクラブサポート部
会）、ダンボールベットの展示（セッツカートン㈱）、防災具グッズの展示など（㈳
新城青年会議所）、東北被災地の物産展（生活協同組合コープあいち、市職員有志
など）、子ども向けゲームなど（市職員有志）を楽しみました。
※当日の義援金 161,466 円は日本赤十字社愛知県支部へ送金されました。

　桜淵いこいの広場で市消防団約600人、車両
45台が参加して観閲式が行われました。「東
日本大震災からちょうど１年を迎えることと
なった。震災で250人余りの消防団員が殉職さ
れた。いざという時に一人でも犠牲者を出さ
ないように万全な体制をとることをあらため
て決意をしたところである」と市長から訓示
がありました。

阿波踊り

役員集合

車両行進

親子合唱

エコファッションショー

第1O回

「しんしろ節句まつり」

平成23年度

新城市消防団観閲式

復興への願い 新城ベアーズＶ全国へ！！

2月29日水～3月7日水

３月19日月

３月11日日

３月11日日



27 2012.5 262012.5

シリーズ第59話

市民病院総務課　　23‐7852

【
床
ず
れ
と
は
？
】

　

医
学
用
語
で
「
褥
瘡
」
と
呼
ば
れ
、

身
体
の
一
部
分
に
長
時
間
圧
迫
を
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
血
流
が
悪
く
な

り
、
組
織
が
壊
死
し
た
状
態
で
す
。ま

ず
皮
膚
が
赤
く
な
り
、
そ
の
次
に
水

膨
れ
が
で
き
ま
す
。そ
の
後
、
皮
膚
が

破
れ
て
た
だ
れ
、
膿
が
出
て
潰
瘍
に

な
り
ま
す
。さ
ら
に
悪
化
す
る
と
、
傷

口
が
深
く
な
り
骨
が
見
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

年
齢
に
関
係
な
く
寝
た
き
り
の
方

や
車
い
す
の
方
、
自
ら
体
の
向
き
や

位
置
を
変
え
ら
れ
な
い
方
は
注
意
が

必
要
で
す
。床
ず
れ
予
防
の
第
一
歩

は
、正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
で
す
。

【
床
ず
れ
の
原
因
】

　

長
時
間
一
定
の
姿
勢
で
い
る
こ
と

が
大
き
な
原
因
で
す
。
自
分
で
寝
返

り
が
で
き
な
い
方
な
ど
は
、
骨
の
出

っ
張
っ
て
い
る
部
分
に
強
く
圧
が
掛

か
り
、
そ
の
部
分
の
血
液
の
流
れ
が

悪
く
な
り
ま
す
。体
を
移
動
さ
せ
よ

う
と
引
き
ず
る
こ
と
で
、
皮
膚
が
引

っ
張
ら
れ
た
状
態
と
な
り
血
流
が
遮

ら
れ
ま
す
。ま
た
、
皮
膚
が
汗
や
尿
、

便
な
ど
の
水
分
に
長
時
間
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
で
皮
膚
の
表
面
が
弱
く
な

り
、「
か
ぶ
れ
」や「
た
だ
れ
」の
原
因

と
な
り
ま
す
。栄
養
状
態
が
悪
い
と
、

皮
膚
が
弱
く
傷
つ
き
や
す
く
な
り
、

床
ず
れ
の
治
り
も
遅
く
な
り
ま
す
。

【
出
来
や
す
い
部
位
】

　

体
の
向
き
に
よ
っ
て
で
き
や
す
い

部
位
が
異
な
り
ま
す
。（
図
参
照
）

【
床
ず
れ
の
予
防
】

　

入
浴
や
清
拭
（
体
を
拭
く
こ
と
）、

着
替
え
、
お
む
つ
交
換
な
ど
の
と
き

に
注
意
し
て
皮
膚
の
状
態
を
観
察
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
、で
き
る

だ
け
日
中
は
ベ
ッ
ド
や
布
団
か
ら
離

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。ベ
ッ

ド
や
布
団
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
場
合

は
、
２
〜
３
時
間
を
目
安
に
体
の
向

き
を
変
え
ま
す
。す
で
に
床
ず
れ
が

あ
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
そ
の
部

位
を
下
に
せ
ず
、
も
し
下
に
す
る
こ

と
が
あ
る
と
き
は
時
間
を
短
め
に

し
、
床
ず
れ
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

　

体
圧
分
散
マ
ッ
ト
レ
ス
、
ク
ッ
シ

ョ
ン
、
抱
き
枕
を
使
っ
て
圧
迫
を
軽

減
す
る
方
法
も
有
効
で
す
。特
に
、寝

た
き
り
の
方
の
床
ず
れ
予
防
に
は
、

体
圧
分
散
マ
ッ
ト
レ
ス
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

入
浴
、
清
拭
、
着
替
え
、
お
む
つ
交

換
を
こ
ま
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。入

浴
で
血
流
や
代
謝
を
よ
く
す
る
こ
と

も
有
効
で
す
。

　

シ
ー
ツ
や
衣
類
の
し
わ
が
皮
膚
に

刺
激
や
圧
迫
を
与
え
る
の
で
、
ベ
ッ

ド
メ
ー
ク
や
着
替
え
の
配
慮
（
し
わ

伸
ば
し
）が
大
切
で
す
。

　

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
良
質
の
タ
ン
パ

ク
質
、ビ
タ
ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
類
を
多

く
含
ん
だ
食
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂

取
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。特
に
、食

事
の
摂
取
量
が
少
な
い
方
は
、
栄
養

価
の
高
い
食
品
や
栄
養
補
助
食
品
等

を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

治
療
食
な
ど
制
限
さ
れ
て
い
る
食
品

が
あ
れ
ば
、
必
ず
か
か
り
つ
け
の
医

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

床
ず
れ
は
予
防
と
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
大
切
で
す
。

家
庭
で
で
き
る
床
ず
れ
予
防

市民病院　皮膚科部長

　濱松　徹　監修うつぶせ　　　仰むけ　　　横向き　　　坐　位　　　　　　

新
城
保
健
所
総
務
企
画
課

　

22
‐
2
2
0
3

健
康
課　
　

23
‐
8
5
5
1

新城保健センター　　23‐8551
作手保健センター　　37‐2839

お問い
合わせ

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

５
月
８
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、創
作
活
動

　

こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に
不

　

安
を
感
じ
て
い
る
方

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

５
月
31
日
㈭
ま
で

①
健
康
づ
く
り
教
室
募
集

　

健
康
の
た
め
の
運
動
教
室
を
ま

　

と
め
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

市
内
で
実
施
し
て
い
る
成
人
対

　

象
の
健
康
づ
く
り
に
関
係
し
た

　

教
室
や
サ
ー
ク
ル

②
推
進
員
募
集

　

「
健
康
づ
く
り
応
援
隊
」
と
し

　

て
運
動
や
栄
養
面
か
ら
健
康
づ

　

く
り
の
推
進
活
動
を
し
ま
す
。

　

５
月
24
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

健
康
づ
く
り
応
援
隊
募
集

８
０
２
０
の
募
集

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

一
般
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

　

顕
微
受
精
を
除
く
不
妊
検
査
・

　

不
妊
治
療
）
に
要
す
る
費
用
の

　

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
一
般

　

不
妊
治
療
を
受
け
、
夫
婦
の

　

年
間
所
得
金
額
が
7
3
0
万

　

円
未
満
の
方

限
度
額　

５
万
円

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

（
要
申
込
）

　

５
月
17
日
㈭

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　

平
成
23
月
７
月
〜
10
月
生
ま
れ

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

５
月
25
日
㈮　

午
前
実
施

※
乳
が
ん
の
み
一
日
実
施

　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺

　

が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の
方

　

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診
は

　

二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

　

行
い
ま
す
。

　

胃
が
ん　
　

 　

１
，０
０
０
円

　

大
腸
が
ん       　
　
３
０
０
円

　

前
立
腺
が
ん　
　
　

 

５
０
０
円

　

子
宮
が
ん　
　
　
　

８
０
０
円

　

乳
が
ん　
　
　

１
，３
０
０
円

　
　
（
40
歳
代　

１
，
４
０
０
円
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
助
成

　

４
月
号
で
は
５
月
開
始
と
案
内

し
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
接
種
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

市
内
指
定
医
療
機
関

※
医
療
機
関
へ
予
約
が
必
要
で
す
。

　

５
，
０
０
０
円

　

保
険
証
・
運
転
免
許
証
な
ど
、

　

年
齢
・
住
所
確
認
の
で
き
る
も

　

の
。

　

５
月
８
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分

　

妊
産
婦
・
一
般（
成
人
）の
方

　

無
料

　

母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
手

　

帳
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
産
婦
・
一
般
歯
科
健
診

　
　
　
　
　
　
　
（
要
申
込
）

　

５
月
14
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

１
歳
未
満
の
乳
児
と
そ
の
家
族

　

15
組

　

交
流
会
、
リ
カ
バ
リ
ー
ヨ
ガ

　

母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル
、

　

水
分
な
ど

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

産
後
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン
（
要
申
込
）

　

施
設
や
お
店
の
禁
煙
を
推
進
す

　

る
た
め
、
県
で
は
認
定
制
度
を

　

設
け
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
の
基
準
に
適
合
す
る
施
設

　

を
認
定
し
、
認
定
ス
テ
ッ
カ
ー

　

を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
新
城
保
健
所
総
務

　

企
画
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

　

い
。

　

県
歯
科
医
師
会
で
は
80
歳
で
ご

自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
を

表
彰
し
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
へ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
８
年
３
月
31
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
方
（
平
成
25
年
３
月
31

　

日
時
点
で
80
歳
に
な
っ
て
い
る

　

方
）
で
、
ご
自
分
の
歯
が
20
本

　

以
上
あ
る
方
。

※
過
去
に
表
彰
さ
れ
た
方
は
除
き

　

ま
す
。

　

５
月
31
日
㈭

受
動
喫
煙
防
止
対
策
実
施

施
設
募
集

　

の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

　

12
組

　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　

よ
だ
れ
か
け
、タ
オ
ル
、お
茶
、

　

筆
記
用
具

助
成
期
間　

２
年

　

３
月
か
ら
平
成
25
年
２
月
ま

　

で
の
自
己
負
担
額
を
平
成
25

　

年
３
月
末
ま
で
に
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
新
城
保
健

　

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

市
内
在
住
で
「
し
ん
し
ろ
健
康

　

づ
く
り
」
の
計
画
を
一
緒
に
推

　

進
し
て
く
だ
さ
る
方

じ
ょ
く
そ
う

え
　
し

う
み

か
い
よ
う

せ
い
し
き

は ま ま つ 　 　 とおる

新城保健センター　 23‐8551お問い

し
っ
か
ん
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環境課  　    　23‐7677　  23‐8388
生活衛生課　　22‐0521　  22‐0554

   

22
‐
0
5
2
1

　clean-center@
city.shinshiro.lg.jp

郵
送
先

　
〒
4
4
1
‐
1
3
2
2

　
新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　
生
活
衛
生
課
あ
て

　
T
O
P
↓
く
ら
し
↓
ご
み・リ
サ
イ
ク
ル
↓

　
リ
ユ
ー
ス
の
広
場

※
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

　
は
、①
住
所
、②
氏
名
、③
電
話
番
号
、④
品
名

　
と
特
徴
を
生
活
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

譲
り
た
い
も
の

・
ミ
ル
サ
ー
（
新
品
）

・
フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
（
一
式
）

・
譜
面
台
（
マ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
付
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
整
理
ダ
ン
ス

・
家
庭
用
ミ
シ
ン

今
月
の

　

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
一
斉
調
査
と

は
、
森
か
ら
海
ま
で
の
流
域
全
体
を
視

野
に
入
れ
、
水
循
環
の
現
状
と
そ
の
変

化
を
把
握
す
る
た
め
、
流
域
の
水
環
境

の
状
況
を
県
内
全
域
で
調
査
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
調
査
へ
の
参
加
者
（
グ
ル
ー

プ
）
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

①
複
数
名
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
で

　
　

あ
る
こ
と

　

※
２
人
以
上
で
の
参
加
を
基
本
と
し

　
　

ま
す
。
た
だ
し
、
子
ど
も
だ
け
で

　
　

の
調
査
は
危
険
な
た
め
、
保
護
者

　
　

と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

　
　
（
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
に
従
っ
て
調

　
　

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

　

③
調
査
地
点
ま
で
の
交
通
費
な
ど
は

　
　

自
己
負
担
で
き
る
こ
と

調
査
時
期

　

６
月
５
日
㈫
（
環
境
の
日
）
の
前
後

　

１
週
間
（
こ
の
期
間
以
外
に
時
期
を

　

ず
ら
し
て
調
査
す
る
こ
と
も
可
能
で

　

す
）

調
査
内
容

　

身
近
な
水
辺（
河
川
、水
路
、た
め
池
な

　

ど
）で「
水
質
」、「
水
量
」、「
生
態
系
」、

　
「
水
辺
の
親
し
み
や
す
さ
」
な
ど
に
つ

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
自
身
が
、
自
己
所

有
地
な
ど
の
空
間
放
射
線
量
を
測
定
す

る
た
め
の
機
器
の
貸
し
出
し
を
始
め
ま

し
た
。

　

貸
し
出
し
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
放

射
線
測
定
器
貸
出
要
領
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

リ
ユ
ー
ス
の
広
場

　

い
て
調
査
・
報
告
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間

　

５
月
25
日
㈮
ま
で

応
募
方
法

　

参
加
申
込
書
（
環
境
課
の
窓
口
や
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

　

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
４
４
１‐１
３
９
２（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
環
境
課

　

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

簡
易
な
放
射
線
測
定
器

の
貸
し
出
し
を
始
め
ま

し
た

簡
易
な
放
射
線
測
定
器

の
貸
し
出
し
を
始
め
ま

し
た

　

市
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
一
環
と

し
て
、
家
庭
で
誰
で
も
気
軽
に
取
り
組

め
る
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
倶
楽
部
」
事
業

を
平
成
21
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
ニ
ガ
ウ
リ
、
ア
サ
ガ

オ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
を
ご
家
庭
な
ど

の
窓
や
壁
面
に
茂
ら
せ
る
も
の
で
す
。

夏
の
強
い
日
差
し
を
さ
え
ぎ
り
、
涼
し

い
風
を
部
屋
の
中
に
呼
び
込
む
こ
と

で
、
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
時
間
を
減
ら

し
省
エ
ネ
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

倶
楽
部
へ
の
登
録（
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
）

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
設
置
予
定
の
方
は
、

　

初
め
に
住
所
・
氏
名
（
事
業
所
代
表

　

者
氏
名
）
・
連
絡
先
・
植
物
名
を
お

　

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
（
登
録
用
紙
は

　

環
境
課
窓
口
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

　

ど
に
あ
り
ま
す
）

登
録
申
込
期
限　

６
月
末
ま
で

　

登
録
申
し
込
み
後
は
、
各
自
で
緑
の

　

カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

７
月
以
降
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
方

　

法
な
ど
を
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
条
件
な
ど

　
「
家
庭
部
門
」、「
事
業
所
等
部
門
」
に

　

分
け
て
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

①
市
内
個
人
住
宅
ま
た
は
市
内
事
業
所

　

な
ど
で
、
涼
感
を
与
え
、
目
に
や
さ

　

し
い
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
ん
で

　

い
る
こ
と

②
緑
の
カ
ー
テ
ン
面
積
が
お
お
む
ね
、1.8

　

メ
ー
ト
ル
四
方
以
上
で
あ
る
も
の

応
募
方
法

　

登
録
さ
れ
た
方
に
お
渡
し
す
る
応
募

　

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
緑
の

　

カ
ー
テ
ン
完
成
写
真
（
２
枚
）
を
添

　

付
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
カ
ー

　

テ
ン
生
育
状
況
や
省
エ
ネ
効
果
、
育

　

成
の
ア
イ
デ
ア
や
創
意
工
夫
な
ど
を

　

応
募
用
紙
、
写
真
で
審
査
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か

　

市
か
ら
資
材
な
ど
の
提
供
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。
今
年
度
も
Ｊ
Ａ
愛
知
東
な
ど

　

の
協
力
に
よ
り
賞
品
・
参
加
賞
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。

郵
送
先

　

〒
４
４
１‐１
３
９
２（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
環
境
課

　

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
倶
楽
部
」

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
大
募
集

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
倶
楽
部
」

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
大
募
集

昨年参加した方の緑のカーテン
（最優秀賞：岩附さんの取り組み）

　

市
で
は
、
市
民
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と

で
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

　

自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
（
店
舗

　

な
ど
と
併
設
す
る
住
宅
を
含
む
）
に

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
太
陽
熱
高

　

度
利
用
シ
ス
テ
ム
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

　

テ
ム
）
を
設
置
す
る
方

補
助
金
額

【
太
陽
光
】
最
大
出
力
値
に
、

　

１
６
，
０
０
０
円
を
乗
じ
た
額

　

（
限
度
額
６
４
，
０
０
０
円
）

【
太
陽
熱
】
集
熱
器
総
面
積
に
、

　

１
０
，
０
０
０
円
を
乗
じ
た
額

　

（
限
度
額
５
０
，
０
０
０
円
）

　

前
期
（
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
）

　

に
工
事
完
了
予
定
者
の
申
し
込
み
の

　

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
添
付
書
類

　

な
ど
が
す
べ
て
整
っ
た
状
態
で
の
先

　

着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
要
綱
・
要

　

領
な
ど
を
よ
く
ご
覧
の
上
、
ご
提
出

　

く
だ
さ
い
。
要
綱
・
要
領
・
様
式
は

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.city.shinshiro.lg.jp

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び

太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
の

設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び

太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
の

設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

２
月
に
行
わ
れ
た
紙
リ
サ
イ
ク
ル
研

修
会
の
中
で
、
紙
製
品
で
あ
っ
て
も
紙

の
原
料
に
な
ら
な
い
異
物
と
、
こ
れ
ら

の
異
物
を
混
ぜ
て
は
い
け
な
い
理
由
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

１
防
水
、
耐
水
加
工
さ
れ
た
紙

（
例
）
紙
コ
ッ
プ
、
紙
皿
、
ア
イ
ス
カ

　

ッ
プ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
カ
ッ
プ
、
マ
ル

　

チ
パ
ッ
ク
（
ビ
ー
ル
な
ど
の
紙
ケ
ー

　

ス
）

（
原
料
に
な
ら
な
い
理
由
）

　
　

紙
が
樹
脂
、
薬
品
な
ど
で
加
工
さ

　

れ
て
い
る
た
め
、
繊
維
が
バ
ラ
バ
ラ

　

に
な
り
に
く
く
、
機
械
の
目
詰
ま
り

　

の
原
因
と
な
る
。

２
除
去
で
き
な
い
イ
ン
ク
や
物
質

　

が
塗
ら
れ
た
紙

（
例
）
感
熱
紙
（
レ
シ
ー
ト
な
ど
）
、

　

カ
ー
ボ
ン
紙
・
ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
紙
、

　

金
銀
の
箔
押
し
さ
れ
た
紙
、
昇
華
転

　

写
紙（
ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
紙
な
ど
）

（
原
料
に
な
ら
な
い
理
由
）

①
感
熱
紙
は
、
熱
で
黒
く
発
色
す
る
物

　

質
が
塗
ら
れ
て
い
る
た
め
、
再
生
紙

　

と
し
て
乾
か
す
段
階
で
黒
い
斑
点
が

　

出
る
。

②
カ
ー
ボ
ン
紙
・
ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
紙
は
、

　

ス
ス
や
ロ
ウ
、特
殊
な
成
分
が
含
ま
れ

　

て
お
り
、こ
れ
ら
を
除
去
す
る
こ
と
が

　

で
き
な
い
た
め
、再
生
さ
れ
た
紙
に
チ

　

リ
が
出
る
。

③
金
銀
の
箔
押
し
さ
れ
た
紙
は
、
金
銀

　

箔
が
微
細
に
な
り
除
去
で
き
な
い
た

　

め
、
再
生
さ
れ
た
紙
に
キ
ラ
キ
ラ
感

　

が
出
る
。

④
昇
華
転
写
紙
は
、特
殊
な
イ
ン
ク
が
塗

　

ら
れ
て
い
る
た
め
、再
生
さ
れ
た
紙
の

　

表
面
に
色
付
斑
点
が
浮
き
出
る
。靴
や

　

か
ば
ん
の
緩
衝
材
と
し
て
使
用
さ
れ

　

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

３
粘
着
物
を
含
む
紙

（
例
）
宅
配
伝
票
、
圧
着
は
が
き
、
シ

　

ー
ル

（
原
料
に
な
ら
な
い
理
由
）

　
　

粘
着
物
が
機
械
に
付
着
し
、
清
掃

　

の
負
担
が
増
大
す
る
。
機
械
を
す
り

　

抜
け
た
粘
着
物
が
再
生
し
た
紙
に
穴

　

あ
き
や
チ
リ
な
ど
を
及
ぼ
す
。

４
に
お
い
・
汚
れ
の
あ
る
紙

（
例
）
線
香
・
石
け
ん
・
洗
剤
の
箱
、

　

食
品
残
さ
な
ど
で
汚
れ
た
紙

（
原
料
に
な
ら
な
い
理
由
）

　
　

紙
に
付
い
た
に
お
い
や
汚
れ
は
除

　

去
で
き
な
い
た
め
、
再
生
さ
れ
た
紙

　

に
残
っ
て
し
ま
い
、
ク
レ
ー
ム
の
対

　

象
と
な
る
。

　

異
物
の
混
入
は
、
再
生
さ
れ
た
紙
の

品
質
ト
ラ
ブ
ル
や
、
機
械
の
維
持
管
理

費
の
増
大
に
つ
な
が
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
支
障
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度
集

積
し
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
か
ら
異
物
を

取
り
除
く
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

排
出
段
階
で
の
分
別
が
重
要
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

紙
製
品
で
あ
っ
て
も
原
料
に
な
ら
な
い
異
物
と
は
？

紙
製
品
で
あ
っ
て
も
原
料
に
な
ら
な
い
異
物
と
は
？

※
紙
類
の
結
束
に
は
、
紙
ひ
も
を
使
用

　
し
て
く
だ
さ
い
。

「
流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

一
斉
調
査
」
参
加
者
募
集

「
流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

一
斉
調
査
」
参
加
者
募
集

く

　

ら

　

ぶ

し
ょ
う
か
て
ん

し
ゃ
し
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事         

務

製  

　
　 

造

全
職
種
計

113
人

51
人

49
人

137
人

581
人

　
お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募
集

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機
関

の
た
め
す
べ
て
無
料
で
す
。

お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　

仕
事
の
相
談
、
面
接
希
望
者

　
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・ 

職
務

　

経
歴
書
な
ど
各
種
書
類
の
書

　

き
方
ア
ド
バ
イ
ス

22
‐
1
1
6
0

※
平
成
24
年
２
月
末
現
在

相 談 名　　　　　　　　　　　　と　　　　　き 　　　　　　　　 と こ ろ  申し込み・問い合わせ
児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こころ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

新 城 市 福 祉 相 談 会

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各保健センター

新城保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館研修室A

はつらつセンター

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

市民体育館第1会議室

鳳来開発センター
勤労青少年ホーム

都 市 計 画 課

毎週月～金曜日　（要予約）

5/7（月）　　午前9時　（要予約）

5/7（月）　　午前10時　（要予約）

５/１０(木） 午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

５/1０（木）午前10時～午後3時※7日（月）正午までに要予約

５/2５（金）　午前10時～午後3時※2２日（火）正午までに要予約

５/９（水）、2３（水）　午後1時～4時（要予約）

５/２（水）　　午後1時～4時

５/1６（水）　午後1時～4時

５/１４（月） 午後1時～4時

５/1１（金）　　午後1時～4時

５/9（水）  　　午前１０時～正午

５/８（火）、９（水）　午後６時～8時　（要予約）
めざせ明日のまちづくり事業相談会

５/１１（金）、２５（金）　午前10時30分～午後2時30分

５/１７（木）　午後6時～8時

５/１（火）、８（火）、１５（火）、２２（火）
午後1時～4時　（要予約）受け付けは3時30分まで

５/１６（水）　午前10時～午後４時※正午～午後１時は休憩

５/１１（金）　　午後1時～４時

５/８（火）　　午後1時～４時

５/1６（水） 午後1時～４時

５/２２（火）　午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

５/１９（土）　午前9時～正午（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

作手保健センター

新城保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社会福祉協議会

社会福祉協議会

社会福祉協議会作手センター

社会福祉協議会

社会福祉協議会

市民活動サポートセンター

企 画 課

フリー ダ イヤ ル

フリー ダ イヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

23-7366

23-8551

37-2839

２３-８５５１

２３-８５５１

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7401

23-762１

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

２-１９８3

２３-7625

２３-7640

5月

22
‐
1
1
6
0

求
人
の
募
集
を
し
て
い
る
会
社

な
ど

　

求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　

求
人
条
件
に
関
す
る
相
談

市内の交通事故状況

23年 19

15

－4

0

0

0

19

17

－2

19

17

－2

108

98

－10

24年

増減

3月中

区

件

死傷者（人）

死　者

「上げる手に　笑顔でこたえる　おもいやり」
（東郷西保育園　西村侑奈）

負傷者 計

人身
事故
件数

物損
事故
件数

65

47

－18

0

0

0

75

63

－12

75

63

－12

321

294

－27

23年

24年

増減

分

累計
3月末
現在

市内の交通事故状況

の各種相談の各種相談

平成23年度　親子交通安全標語　優秀作品
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平
成
24
年
5
月
号

◆第1４回◆

　

今
回
は
少
し
歴
史
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。時
代
は
徳

川
家
康
の
祖
父
、
松
平
清
康
が
活

躍
し
た
こ
ろ
。

　

宇
利
城
を
巡
っ
て
大
き
な
戦

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。宇
利
城
を

守
る
武
将
は
熊
谷
実
長
、
攻
め
る

武
将
は
松
平
清
康
で
し
た
。清
康

に
と
っ
て
は
東
三
河
を
平
定
す

る
最
後
の
戦
い
で
も
あ
り
ま
し

た
。

◆
宇
利
城
主
の
熊
谷
氏

　

宇
利
城
主
の
熊
谷
氏
は
、
源
平

合
戦
の
時
代
か
ら
続
く
大
変
な

名
家
で
し
た
。一
ノ
谷
の
戦
い
で

平
敦
盛
を
討
っ
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
熊
谷
直
実
の
末
裔
だ
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。直
実
よ
り
も

５
代
後
の
直
鎮
に
戦
功
が
あ
っ

て
、
足
利
尊
氏
よ
り
三
河
国
八
名

郡
を
褒
美
と
し
て
与
え
ら
れ
た

と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。お
そ
ら
く
、
15
世
紀
ご
ろ
に

こ
の
地
に
移
っ
て
き
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
以

降
、
代
々
宇
利
城
は
熊
谷
氏
が
治

め
ま
す
。

　

戦
国
時
代
、
宇
利
は
三
河
と
遠

江
を
結
ぶ
交
通
の
重
要
な
拠
点

で
し
た
。

◆
宇
利
城
を
巡
る
状
況

　

当
時
、
三
河
国
に
は
大
き
な
力

を
持
つ
戦
国
大
名
が
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

宇
利
城
主
の
熊
谷
氏
は
隣
国

の
遠
江
国
を
支
配
し
て
い
た
今

川
家
に
従
っ
て
い
ま
し
た
。今
川

氏
の
当
主
で
あ
っ
た
氏
親
は
と

て
も
優
れ
た
戦
国
大
名
で
、
北
條

早
雲
と
密
接
な
協
力
関
係
を
築

く
な
ど
、
そ
の
勢
力
を
大
き
く
伸

ば
し
て
い
ま
し
た
。熊
谷
氏
だ
け

で
な
く
、
奥
三
河
の
城
主
た
ち
の

多
く
も
今
川
氏
に
従
っ
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
今
川
氏
親
が
亡
く
な

る
と
、
そ
の
後
を
継
い
だ
の
は
氏

輝
で
し
た
が
、
病
弱
で
戦
国
大
名

と
し
て
の
力
量
も
乏
し
か
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
宇
利
城
の
戦
い

　

そ
の
頃
、
西
三
河
に
拠
点
を
置

く
松
平
清
康
が
そ
の
勢
力
を
東

三
河
へ
と
伸
ば
し
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。今
川
氏
の
将
来
と
松
平
家

の
将
来
を
見
比
べ
た
東
三
河
の

豪
族
は
次
々
と
松
平
家
の
下
に

駆
け
つ
け
ま
し
た
が
、
宇
利
城
の

熊
谷
氏
は
今
川
家
の
下
を
離
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

東
三
河
を
ほ
ぼ
平
定
し
た
松

平
清
康
は
そ
の
総
仕
上
げ
と
し

て
、
三
千
の
兵
を
率
い
て
、
宇
利

城
を
攻
撃
し
ま
す
。

　

作
手
の
奥
平
氏
は
手
勢
を
率

い
て
清
康
に
合
流
、
野
田
の
菅
沼

氏
は
清
康
の
道
案
内
を
務
め
る

な
ど
、
新
城
の
豪
族
も
こ
の
戦
い

で
は
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
き
ま
す
。

　

熊
谷
実
長
も
勇
猛
果
敢
な
武

将
で
、
清
康
の
叔
父
右
京
亮
親
盛

を
討
ち
取
る
な
ど
奮
戦
を
し
ま

し
た
が
、
内
通
者
に
よ
っ
て
城
に

火
を
放
た
れ
、
宇
利
城
は
落
城
。

実
長
は
裏
山
伝
い
に
落
ち
延
び

て
い
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

松
平
清
康
は
宇
利
城
を
落
と

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
三
河
を
平

定
し
ま
す
が
、
こ
の
５
年
後
、
陣

中
で
家
臣
の
謀
叛
に
遭
い
、
命
を

落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

以
後
、
家
康
が
登
場
す
る
ま

で
、
三
河
は
再
び
戦
乱
の
時
代
へ

と
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

宇利城址

【松平清康の夢】

～ 宇 利 城 ～～ 宇 利 城 ～

く
ま
が
や
さ
ね
な
が

ほ
う
じ
ょ
う

う
き
ょ
う
の
す
け
ち
か
も
り

い
ま
が
わ
う
じ
ち
か

む
ほ
ん

そ
う
う
ん

た
い
ら
の
あ
つ
み
り
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